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A　bstract
Der　Erste　Weltkrieg　auf　dem　Lande
Aus　dem　Tagebuch　eines　Volksschullehrers　in　Bayern　1914－18
MIYAKE　Tatsuru
　　　Wie　hat　das　deutsche　Dorf　den　Ersten　Weltkrieg　erlebt？
　　　In　den　letzten　Jahren　ist　die　Geschichte　des　Ersten　Weltkriegs　ln　zunehmendem　MaBe　aus
der　Sicht　der　Mentalitats－bzw．　Erfahrungsgeschichte　erf6rscht　worden，　die　Geschichte　des
deutschen　Dorfes　wahrend　des　Krieges　ist　jedoch　noch　nicht　so　intensiv　in　Angriff　genommen．
In　diesem　Aufsatz　wird　versucht，　die　verschiedenen　Seiten　der　Kriegserfahrungen　eines
katholischen　Dorfes　im　Laufe　des　Krieges　anhand　eines　Tagebuches　konkret　zu　erfassen，　und
zwar　die　Erfahrungen　nicht　nur　im　Dorf　selbst，　sondern　auch　die　der　Soldaten　und　ihre
Beziehungen　zur　Heimat．
　　　Der　Verfasser　des　Tagebuches，　Anton　Stiegele，　war　der　dnzige　Volksschullehrer　in　dem．
kleinen　Dorf　Silheim，　das　damals　im　Bezirksamt　Neu－Ulm，　Regierungsbezirk　Schwaben　im
K6nigreich　Bayern　lag．　Er　wurde　im　Juni　1916　einberufen　und　diente　als　Sanitater　in　einem
Lazarett　in　MUnchen．　Das　Tagebuch　wurde　in　dieser　Zeit　von　seiner　Frau　fbrtgesetzt，　die　ihn
als　Lehrerin　vertrat．　Im　Marz　1918　erkrankte　er　und　wurde　im　Juli　wieder　in　die　Lehrtatigkeit
entlassen．
　　　Das　Tagebuch　erschien　1934　unter　dem　Titel。Das　Deutsche　Dorf　im　Weltkrieg“im　Verlag
R．Oldenbourg，　MUnchen　und　Berlin．　Leider　war　das　Original　nirgenwo　aufzufinden．　Beim
letzten　BUrgermeister　der　Gemeinde　Silheim，　welche　seit　der　Eingemeindung　zur　neuen
GroBgemeinde　Bibertal　im　Bezirksamt　GUnzburg　geh6rt，　liegt　jedoch　die　handschriftliche
Chronik。Silheim　1914－1918“mit　einer　Widmung　des　Verfassers　aus　dem　Jahre　1921．　Ihr　erster
Teil，。Heimat－Chronik“，　entspricht　dem　Buch，　der　zweite　Teil，”Krieger－Chronik“，　enthalt
biographische　Daten　aller　Soldaten　aus　dem　Dorf　einschlieBlich　Photos．　Der　Anhang　besteht　aus
einem。Verzeichnis　der　Einwohner　Silheims　bei　Kriegsbeginn（31．　Juli　1914）“，　nach
Hausnummern　geordnet　und　mit　Angaben　der　Namen　von　Familienmitgliedern，　Dienstboten
und　Mitbewohnern（mit　ihren　Geburtsdaten）sowie　des　Grundbesitzes（Acker／wiesen　und
Garten／Wald），　einem。Ortsplan　von　Silheim“mit　Hausnummern，　einem。Verzeichnis　der
Kriegsteilnehmer“imit　Einberufungsdaten）und　weiteren　Daten　wie　Geld－Sammlungen　und
Anderungen　des　Viehbestandes　wahrend　des　Krieges．
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　　　In　dem　Aufsatz　w｛rd　erstens　der　Anfang　des　Krieges　in　Silheim　verfolgt　und　im
Zusammenhang　mit　der　sogenannten，Kriegsbegeisterung‘er6rtert，　wobei　ein　Vergleich　der　im
Tagebuch　angegebenen　Tatsachen　wie　den　Angsten　der　Frauen，　upPig　wuchernden　Geruchten
usw．　am　Kriegsanfang　mit　der　Erinnerung　an　die　Augusttage　nach　zwei　Kriegsjahren　die
Aufnahme　des，Mythos　der　Kriegsbegeisterung‘bzw．　des，Geists　von　1914‘durch　den　Verfasser
klar　erkennen　l註Bt．
　　　Dann　wird　zweitens　das　Dorfleben　wahrend　des　Krieges　ln　drei　Bereichen　verfblgt，　und
zwar（1＞die　Frage　der　Arbeitskrafte，　vor　allem　hinsichtlich　des　Lebens　und　des　passiven
Widerstands　der　serbischen　Kriegsgefangenen，（2）Frauen　im　Kriege，　besonders　deren
Widerstand　gegen　staatliche　Eingriffe　in　die　KUche，　wie　besonders　eine。kleine　Weiber－
Revolution“im　Marz　l917　anlaBhch　des　Verbots　des　eigenstandigen　Butterns　zeigt，　und（3）
Entwicklung　der　Zwangswirtschaft　auf　dem　Lande，　Ausweichman6ver　der　Bauern　und　ihre
Wirkungen　auf　das　Leben　der　Nichtlandwirte　wie　den　Volksschullehrer．
　　　Drittens　werden　die　Veranderungen　der　Stimmungen　im　Dorf　und　auf　dem　Felde　im　Laufe
des　Krieges　bis　zum　Kriegsende　verfolgt，　wobei　der　Beteiligung　der　Gemeinde　und　ihrer
Mitglied臼r　an　den　Kriegsanleihen，　den　Schmahungen　der　Soldaten　gegenUber　den　MiBstanden
im　Heer　sowie　den　Reaktionen　auf　die　militarischen　und　internationalen　Entwicklungen　am
Ende　des　Krieges　besondere　Aufmerksamkeit　geschenkt　wird．
　　　Am　SchluB　stehen　Bemerkungen（1）zur　Bedeutung　des　Tagebuches　fUr　das　Verstandnis
des　Ausbruchs　der　bayerischen　Revolution，（2）zum　Vergleich　des　zu　Anfang　des　Dritten
Reiches　ver6ffentlichten　Buches　mit　der　der　Gemeinde　Silheim　gewidmeten。Heimat－Chronik“
und（3）zum　politischen　Standort　des　Verfassers　etwa　in　der　Nahe　von　Theodor　Dirr，　einem
Vertreter　des　gemaBigten　FIUgels　des　Bayerischen　Bauernbundes　in　Schwaben，
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日記の中の第一次世界大戦
バイエルンのカトリック農村から
三　宅 よM
は　じ　め　に
　第一次世界大戦下のドイツにおいて，農村は，戦争の長期化・総力戦化にともない，兵力の供給源
としてだけではなく，軍隊ならびに軍需産業への食糧の供給地として，重要な位置を占めることと
なった。それでは，農村の人々は，この戦争をどう受けとめ，どのような問題を抱え，そしてどのよ
うに動いていったのであろうか。
　ドイツにおける第一次世界大戦研究ではt「国民的」立場からする政治史・外交史の伝統に対して，
ブリッツ・フィッシャー，次いでハンス＝ウルリヒ・ヴェーラーらの「社会構造史（Gesellschafts－
geschichte）」派による挑戦が行われた。そこでは，政府・軍というドイツ帝国中枢部への視点の集
中から，重工業界や全ドイツ連盟などの経済団体・圧力団体が政治・外交に与えた影響へと視野が拡
大された。その後，戦争が労働者や中間層など諸階級・諸階層に与えた影響の研究も進んだ。それは，
「社会構造史」とほぼ同時に隆盛へと向かったドイッ革命史研究からも要請されたものであったとい
えよう。しかし，社会の普通の人々が戦争をどう受けとめたか，彼らにとって戦争は何だったのかが
正面から問題とされるのには，「下からの歴史」，「日常史（Alltagsgeschichte）」の登場を待たなけ
ればならなかった1。
　第一次世界大戦からドイツ革命へという歴史の展開の中で，これまでは，とりわけ労働者，そして
兵士・水兵の動きが問題とされてきた。しかし，最近では，「日常史」への関心の深まりとともに，
女性や農村にも注目が向けられてきている2。この報告では，南ドイッ，バイエルンの一農村を取り
上げ民衆学校（小学校）教師が大戦の勃発から戦争直後にかけて記した日記を通して，大戦下の農
村の人々の世界をかいまみてみたいと思う。そこでは，農村の主婦たちも姿を現すこととなろう。
　バイエルンは，労働者・兵士評議会（レーテ）が中心となったドイツ革命の中で，農民評議会も革
命の一翼を担ったことで知られる。その中心となったのはガンドルファー兄弟だったが，兄カール・
ガンドルファーがその左派として属したバイエルン農民同盟は，農民評議会の基盤を形成した3。
　バイエルン農民同盟は，1890年代初頭，カトリック教会と結ぶバイエルン屈指の有力政党，中央
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党が農民の利害を十分に擁護していないとの批判を掲げて結成された。その拠点となったのは，’バイ
エルン南部のカトリック地帯，ニーダーバイエルン県とオーバーバイエルン県であった4。しかし，
日記の著者アントーン・シュティーゲレの住むシュヴァーベン県ノイウルム郡ジルハイム村の付近一
帯も，農民同盟右派の一指導者テーオドーア・ディルの本拠地として，農民同盟の拠点の一つを形成
することとなるのである（ディルの住む同県ギュンツブルク郡アンホーフェン村は，ジルハイムのこ．
く近隣の村）。シュティーゲレの日記には，大戦下のこともあってか，こうした政治的対立・抗争に
関する記述は全く見られない。しかし，当時の農民をとらえていた問題がどのようなものであったか
を理解することは，バイエルン農民同盟ひいてはバイエルン革命の研究にとっても不可欠な作業と
いえよう5。
　第一次世界大戦当時の人々の世界に接近しようとする際　日記が重要な手がかりになることは，バ
イエルンのカトリック労働者（錫職人）出身の一水兵リヒァルト・シュトゥンプフの第一次世界大戦
日記の高い史料価値からも明らかなところであろう6。ここで取り上げるシュティーゲレの日記は，
農民自体のものではなく，農村社会で特殊な位置を占める民衆学校教師の手に成るものである。しか
し，シュティーゲレは，戦時中，村当局に協力して食糧の在庫調査や戦時公債の勧誘・各種の募金活
動にも携わり，また，出征兵士の戦地などからの手紙に数多く接しており，ジルハイム村の実情は相
当程度把握できる立場にあった。他方，教養層・市民層の末端に位置する一教員としての見方・考え
方も，それ自体注目に値するものといえよう。
　この日記は，1934年にミュンヘンの出版社から『世界大戦の中のドイツの村』と題して刊行され
ている。その序文にはこうある。200名にも満たないドイッの一つの村，シュヴァーベン地方ウルム
近郊の村ジルハイム。この村は戦争を人とパンで養い，戦争は村を苦しみと死とで捉え返した。「戦
争を英雄的見地からだけではなく，単純な民衆感覚のレベルから見ること」は，戦争のイメージの真
実な姿を明らかにすることに貢献することになろう。「ここで起こったことはドイツのどの村でも起
こったことなのである」，と7。
　一人の農婦が鋤を手に畑を耕し，右腕に包帯をまき左手に杖をもった兵士が，切り株に腰をかけ，
物思いに沈んでいる情景を描いた版画を表紙としたこの書物は，事実，当時の農村の実情に多くの光
を投げかけるものであった。私は，ドイツ第三帝国の初期に公刊されたこの日記の原本を求めて，
2003年9月，ジルハイム村を訪れた。そこで出会ったのは，第一次世界大戦後の1921年にシュティー
ゲレが村に寄贈した，『ジルハイム1914－1918』と題する，手書きの，立派な装丁を施した分厚い書
物であった。それは，第一部「銃後（Heimat）の年代記⊥第二部「戦士（Krieger）の年代記」tそ
して「付録」から成り，この第一部「銃後の年代記」が，刊行された本とほぼ重なり合うものであっ
た。その「序言」には，「世界大戦が到来した時私は毎日大小の出来事を，我々村人が見，感じ，
考えたままに日記に書き記し始めた一ジルハイムの年代記に利用しようとの意図のもとに。〔…〕
私は何も付け加えなかった。筆写は日記に従って正確になされた」とある8。この手書きの書物（以
下『年代記』とする）を保管していたのは，ジルハイム村の最後の村長クサーヴェル・ヴォルフ
（Xaver　Wolf）氏であったが（ジルハイムは第二次世界大戦後の町村合併で，現在ギュンツブルク
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郡ビーバータール村の一集落となっている），ここに出てくる「日記」（いわば「原日記」）は，知ら
ないという。氏の妹ヨハンナ・ヴォルフ（Johanna　Wolf）さんの紹介で，アウクスブルク在住のシュ
ティーゲレの遺族に電話で問い合わせたところ，そのようなものは手元にはないとのことであった。
　そこで，刊本と手書きの『年代記』とを仔細に照合すると，『年代記』には，出版に際して削除・
推敲の跡があり，他方，刊本には，『年代記』にない注目すべき記述が少なからずある。そしてこの
追加部分は，「原日記」に基づくもののように思われる。こうした取捨選択には，その時々の著者の
立場，またおかれた位置も関わっていたと考えられる。『年代記』について言えば，その序言に，「戦
争の恐ろしさ」と「〔国民の〕結束のすばらしさ」とを次の世代に伝えたいとあること，また，この
村の出征兵士の各自について経歴・戦歴を記した第二部「戦士の年代記」（戦地からの手紙も含む）
が「簡素な記念碑」として「戦士」たちに献げられていることに留意する必要があろう。なお，付録
には，各戸（家番号順）の，奉公人をも含む人員一覧・土地所有出征兵士一覧村の地図（各戸の
配置図），戦時の募金一覧，村の家畜頭数の推移物価動向が掲載されている9。
　以下，本論の構成は次の通り。〔1〕第一次世界大戦の勃発とジルハイム村，〔H〕戦時下の農村，
〔皿〕兵士たちの戦争体験・戦況の変化と村びとたち。その際史料としては，全体として「原日記」
の原文により近いものとして，『年代記』を主として用い，適宜，刊本を参照する（前者の頁数は
［］，後者の頁数は〈〉で示す）。なお，両者を特に区別しない場合は，単に「日記」と呼ぶこと
とする。
〔1〕第一次世界大戦の勃発とジルハイム村
　1914年7月31日，静かな夕べのただ中に，村の吏員シュテックの鈴の音がけたたましく鳴り響き，
電報を手に興奮し切った声で叫ぶ。「戦争状態1」［9f．］そして，再び鐘の音が響き，村人を眠りから
覚ませたのは，翌8月1日の夜10時のことだった。「動員令発令。動員の初日は，1914年8月2日1」
〔戦争の危機が再び通り過ぎるという〕あらゆる希望は虚妄だった。誰も通りには出て来ず，静まり
返っている。居酒屋では，動員令の該当者たちが，小さなテーブルを囲んで，「心中の不安を力強い
軍歌で押さえ込んでいる。」［10ff．］8月2日，私〔シュティーゲレ〕は，朝6時に村長アントーン・
ゾンデルホルツァー（若）宅に行き，動員の業務にとりかかる。軍馬用の馬リストの作成のため若干
の馬小屋をまわるが，「製粉所の主婦は，馬たちや息子たちのことを嘆き悲しむ。」その後　日曜日の
ミサ。「全員がそろう最後の今日，信徒たちの顔は荘重な真摯さにおおわれている。誰もが，運命が
課する重い枷を，神の名において担うことを心に期している。ふるえおののくことなく，力強く，断
固として。最後にオルガンが国民の歌あらゆる緊急時の共同の歌「世界に冠たるドイツ」を奏で
る。和音が小さな教会を満たし，男たちは黙して硬く立ち，女たちはすすり泣き，司祭は祭壇の階に
ひざまずく。」［12£］
　こうして，ジルハイム村の第一次世界大戦は始まり，翌3日，村で最初の入隊が始まった。その前
日にはすでに製粉所の次男が勤務先のオーデンヴァルトから応召，そして3日には同じく三男がフラ
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ンスのリヨン付近の勤務先から一旦村にもどりミュンヘンへと応召している。この二人を含め，8月
上旬に入隊したのは12名で（全員兵役を終えている），それを年令順に示すと次のようになる（なお，
ゼルドナーは中小農の通称で，おおよそ大農（と中農上層）を指すバウアーの下に位する10）。
　ロレンツ・ディル（36歳車大工，寡夫，子供6名〔在宅2名〕，兵役1897－99年），ゴットフリート・
クーン（同じく36歳ゼルドナー，妻・子供7名，兵役1902－04年），マックス・ツィマーマン（31歳
鍛冶屋，妻・子供2名，兵役1902－04年），ヨーゼフ・クナイアー（30歳ゼルドナーの長男，道路番，
独身，兵役1904年10月一1906年9月），フランツ・ベルヒトルト（28歳バウアーの長男，独身，兵役
1906－08年），ヨーゼフ・ヨーアス（27歳，バウアー・郵便配達人・小売商の長男，独身，1906－09年），
ゲオルク・ヴィーデマン（26歳左官，妻・子供2名，1909－12年），アントーン・ドーザー（23歳
デンツェルの製粉所の荷車引き〔下男〕，独身，兵役1909－11年），グレゴーア・ケーダー（25歳ツァー
ンの居酒屋の下男，独身，兵役2年），アントーン・ヨーアス（24歳バウアー・郵便配達人・小売
商の次男，独身，兵役1910年秋一12年秋），アロイス・デンツェル（23歳，製粉所・バウアーの次男，
独身，兵役1911－13年），その弟，三男で末っ子のヴィルヘルム・デンツェル（22歳独身，兵役1912
年1月一13年9月）［13ff．，281ff．，　472ff．，　498ff．］
　最年長の車大工のディルは，最近やもめ暮らしになったばかりで，子供六人の内二人はまだうちに
いたが，親類に預け，仕事場と家を閉じた。彼は落ち着いており，当然のこととしてその義務に従っ
た。そして，戦士の気質に欠け，温和な，気後れしているアントーン・ヨーアスを連れて行った
［15f．］。鍛冶屋のツィマーマンは，8月3日の夜まで働いて，薪を割り，鍛冶仕事をし，クレーを採
り入れ，そして翌4日夜12時店を閉じ帰還の希望はほとんどもたずに出て行った。彼の妻は子供二
人と二頭の牝牛を連れて実家の郵便配達人ヨーアスのところに戻っている［14f］。また，左官の
ヴィーデマンは，妻が三人目の子の出産間近だったが，いかんともなしがたかった［15］。村最大の
農家の長男フランツ・ベルヒトルトは，平素は穏やかな性格だが，勇気と自信にみちて，「いざ，戦
いへ。これよりほかはない1」と出て行った。泣く母親をなぐさめつつも，事態はわきまえていた
［14〕。
　6日には，馬の徴発のため，朝5時出発ノイウルムで検査，評価，購入があった。買い上げられ
たのは，ヨーゼフ・ベルヒトルト（前出フランツの父）（60歳，バウアー）が3頭クサーヴェル・
ヨーアス（前出ヨーアス兄弟の父）（59歳バウアー・郵便配達人・小売商）が2頭で，以下，アン
ナ・ツァーン（62歳，居酒屋・醸造，寡婦），ヨーハン・ヴォルフ（69歳バウアー），フィクトー
リア・シュミート（45歳，女性ゼルドナー），マルティーン・バウア（59歳ゼルドナー），アントー
ン・ゾンデルポルツァー（若）（38歳ゼルドナー・村長），各1頭。アントーン・デンツェル（前出
デンツェル兄弟の父）（57歳製粉業・バウアー）は，ゼロ頭だった。合計10頭で，これは，ジルハ
イムの馬全体の半数以上にあたる。1頭につき800～1200マルクが支払われたが，多くの農民には，
この収穫期に馬を供出することはきわめて痛手であった。屋号クラウゼンバウアーのベルヒトルト家
には今や二歳馬1頭しかいないことになり，牡牛を借りて畑に出る状態に追い込まれている。［18f．，
472田
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　戦争の勃発は，まず，30台半ばの妻子もちから独身の若者にいたる村の若手の召集，そして耕作
や運搬に必要な馬の徴発として，この村を襲ったのであった。すでに開戦直後の8月3日には，収穫
作業（日記には8月1日の項に「収穫作業始まる」とある）の人手不足にかんがみ，人手と家畜を無
料で提供するようとの呼びかけが，村長名で出されていた［16／17］〔この表記は，16頁と17頁の間
に挿入された原史料をさす〕。息子や若い男子奉公人の召集そして農作業用の馬の供出が，農家に
とって，収穫が始まったこの時期に，とりわけ重くのしかかっていたことは明らかであろう。村の手
工業者の場合は，店を閉じることともなった。
　第一次世界大戦の開戦時について，これまで一般に言われてきた「戦争への熱狂（Kriegs－
begeisterung）」が南ドイッの農村ではほとんど認められないことが，最近の研究で指摘されている。
ッィーマンは，南バイエルン各地の司祭・教員の記録ないしは報告に「驚愕や恐怖」「怖れや不安」と
いった表現が多く見られることに注目している11。そのことは，このジルハイム村にとってもあては
まるといえよう。「すすり泣く」女たちだけでなく，出征兵士の場合も「心申の不安を力強い軍歌で
押さえ込んでいる」のが，現実だったのである。彼らはみな召集兵であり，「戦争への熱狂」のシン
ボルとなった志願兵は，この村では一人も出ていない。それには，ツィーマンも指摘するように，労
働力や馬が軍隊にとられることが農家にとって痛手であったことも大きく関わっていたのである12。
しかし，ツィーマンによれば，息子や夫の生命や労働力の不在への［布れが前面に出ざるをえなかった
女性の場合とは異なって，とりわけ20～30歳位の未婚の男性の場合には，軍隊での経験は，村内で
の一種の威信をもたらすものであった。そして彼らにあっては，「戦争への熱狂」ではないが，「軍隊
への熱狂（Militarbegeisterung）」ともいうべきものが認められたという13。居酒屋で「力強い軍歌」
を歌う若者のそうした側面を看過することはできないであろう。そしてそれは，「いざ，戦いへ。こ
れよりほかはないi」という決意ないし「義務」の意識とも結びついたものであった。
　ところで，開戦2年後1916年8月1日のシュティーゲレの日記には，こうある。「二年にわたる
戦争1天気は今と同じようにすばらしく，そして暑かった。農民たちは，穀物を取り込んでいた。そ
の時高らかにとどろきわたる知らせが舞い込んだ。今我々があの時あの日々を思うと，今日もな
お，当時いかなる神経をも興奮させたあの震撚がふるえわたる。どんなにか恐ろしい，しかし，どん
なにかすばらしい体験だったことか1すばらしかったのは，それが偉大で純粋だったから。心の内か
らのものだったから。誰もが，いまだかつてなかったほど，自らの国民（Volk）が自らの内で沸き
立つのを感じたから。我々が兄弟同胞から成る一つの国民だったから。それは陶酔ではなかった。
否1それは最も深い痛みであり，純粋さと無実との1見ばしい自覚で金色に輝いていた。」［191］
　これは，いわゆる「戦争への熱狂」とは異なるかもしれない。しかし，ここにも，ドイツ知識人・
教養層によって「1914年の精神」という言葉で表現されることになる，国民の一体感と悦ばしい高
揚を認めることができよう（ちなみにこの言葉は1917年2月12日の日記に登場する［199］）。これを
戦争勃発時の日記と対比する時そこでは，「すすり泣く」女たちや，「心中の不安を力強い軍歌で押
さえ込んでいる」出征兵士の姿がほとんど消え去っている。とりわけ，そこでは，1914年8月5日
の日記に記されたスパイ騒ぎに象徴される，「うわさ」に翻弄された当時の村の姿はかき消されてい
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るといえよう。
　8月5日，シュティーゲレが妻とともに，生まれ故郷のシュヴァーベン県イラーティッセン郡ヴァ
イセンホルン市に赴いた時彼らは途中，何度も止められた。各村に銃をもった二，三人の道路監視
人が障害物（道を横切る長い棒とか荷車）の傍らにいて，証明書を要求したからである。ロシアの手
先が国内で自動車や自転車に乗りレンガ積み職人などに扮して，かねを国境の向こうへと運ぼうとし
ているとのことだった。電報が当局から来，不安が国民の間に広がり，全く無害な人々がロシアの金
密輸者とみなされて，発砲による不幸な事態も起こっている。ジルハイムも夜遅く当局から出動を求
められ，夜警を出さなければならなかった。東の村はずれと西の村はずれで，道を車でふさいで，出
征しない若者若干名が武装して陣取り，厳しい眼を光らせていたが，敵の自動車が現れるという彼ら
の望みは満たされなかった，とある。［16f］
　さらに，8月11日の日記には，「総じて，うわさが雨後のきのこのように湧き出てくる」と記され
ている。「どこから来たかは誰も知らない。端的にそこにある。どこに行っても至る所にある。鉄道，
隣…村，市内，時には新聞にすら。そのどれもが，それがぞっとするようなものであれ，それを信じる
者を見出す。それはすでに動員第1日〔8月2日〕に始まった。この日曜日の夜，ジルハイムでは，
パリで革命が勃発し，あらゆる四つ角で火の手が上がっているとのことだった。次いで，泉に毒が入
れられ，また水道が病原菌で汚染されたという知らせが至る所からやってきた。そして，スパイのこ
と。この地域一帯で繰り返し，ウルムの商人ポラトチェック氏がロシアに伝書鳩を飛ばしたかどで射
殺されたことが語られた［22£］。そして，13日の日記には，ウルム市で労働者や兵士が要塞を強化
する作業にいそしんでいるのを見ては，人々が不安になり，敵が我々のところまでやってくる，さも
なければこんなことは必要ないと思っている，という観察が記されることになる［24］。もとよりこ
れは，単なるうわさの問題とはいえないであろう。
　こうした中で，8月29日にもたらされた東西両戦線での勝利の報道は，人々の空気を大きく変え
ることとなった。この日，近くの村ビュールから「愛国者」たちの祝砲が二度も聞こえたが，届いた
新聞を見ると，英仏軍がヴォゲーゼン山地からベルギーまで全線にわたって後退させられたこと，東
プロイセンでアルテルスベルクまで進出したロシア軍5個軍団に対して勝利し，国境を越えて追跡し
ていることが報じられていたのである。「当初，数多くの敵とわずかな味方を聞いてとてもびくびく
していた農夫たちも，我が方の勝利を堅く信じている。もっとも，「多くの者が犠牲となるが」と付
け加えてではあるが」とこの日の日記にある。［30f］
　ヒンデンブルクの名が登場するのは，9月1日の日記であり，「すばらしい対ロシア戦〔…〕それ
は真にドイツ的な打撃だったに違いない」とある。そして人々は，この知らせに喜びつつも，多数の
捕虜のことで心配をし，「連中は射殺した方がよかった。食糧が我々ドイツ人にもすでにぎりぎりに
なっているのだから」と言っている，と［35］。9月5日の日記には，東プロイセンでの勝利がなお
いっそう大規模なものだったという指摘に続けて，「これはまさしくヘルマンの戦い〔ローマ帝国に
対するトイトブルクの戦い〕だった1」という感想を書き付けている［38］14。
　ここで注目されるのは，1914年8月の「戦争への熱狂」の記憶について，ツィーマンが次のよう
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に指摘していることであろう。「8月の最後の日々の楽観的な気分が，戦争への熱狂の神話の貫徹に
とっても重要であった。それが，記憶において，当初表明された開戦へのネガティヴな反応を出し抜
くことができたからである」，と互5。第一次世界大戦勃発時の「戦争への熱狂」，そして「1914年の精神」
は，こうした記憶の変容神話化の過程としても捉える必要があるといえよう。
〔皿〕戦時下のジルハイム村
　初めに，この村の家々の構成を，出征兵士を含めて見ておこう。1914年7月31日時点での土地（耕
地＋草地・園地＋林地）所有規模順に一覧（本稿末尾の別表）を作成する［471ff．］。年齢も同時点の
もの。子供の数の〔〕内は，同時点の在宅者数。名前の下の下線は出征兵士，〔〕内は生年月日
／召集日（／戦死日）。タークヴェルクは面積の単位で，およそ1ヘクタールニ3タークヴェルク。な
お，土地所有規模の後の［］内は，1917年5月8日付の改訂土地税台帳16によるもので，これは宅
地を含む。一般に夫婦での共同所有だったことがこの台帳から判明する。なお，通し番号でゴチック
にしたものは，上述のように，1914年8月6日に馬を徴発された家で，通し番号4は，検査対象となっ
たが，徴発はされなかった。製粉業者だったからであろうか。
　以下，戦時下の村が当面した諸問題について，いくつかの間題毎に見ていくこととしたい。
　〔1〕当初心配された収穫i作業については，村長が出征した1914年8月21日の日記に，こう記され
ている。「収穫は，すばらしい天気のおかげで，人手や馬の不足にもかかわらず，大部分終った。大
きい方の農家は，労働局から向けられたよその奉公人（かつて農村にいたことのあるミュンヘンの工
業労働者）を手に入れている」［28］。そして，同30日の日記には，馬について，「馬はもうあまり見
ない。しばしば馬1頭のわきに牝牛1頭。大きい方の農家は，牡牛を入手し，新しい馬も二，三見る
が，今では馬は高価である」，とある17［32］。
　翌tg15年3月15日の日記には，両親の農作業の手伝いができるよう，平日学級の第7学年と日曜
学級の最終学年を，この日すでに学校から帰したとある［130］。そして，4月18日の日記によれば
「播種機械が，人間の腕が不足している今，よく務めを果たしている。他の農業機械モーターなど
もまた」［136］。
　6月には，干草の刈り入れが行われた。それに先立ち，村当局は5月末に，兵士の援助を求める以
下の陳清を行った。採草地220タークヴェルクの刈り入れをしなければならないが，村にいる人手は，
男子33名，女子44名，12～16歳の若者21名で，19名が入隊している。6月10～24日の問，兵士9
名をお願いする，と［145］。6月9日午後，兵士7名が突如，収穫労働者として來村，いたるとこ
ろで大きな喜びを巻き起こした。それに，キューナー〔通し番号19〕とケーダー〔通し番号2の奉公
人〕も，休暇で帰郷した。干草の収穫は例外的に良好だった［147］。
　穀物の取り入れは，7月31日〔刊本では8月1日〕の日記によると，天候不順で遅れ勝ちで，収
穫援助の兵士も要望したのより少なく，7名にとどまった（内2名はジルハイム出身者）［157f．］
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〈71＞。しかし，取り入れは8月15日には終り，この日，最後の収穫兵士たちも村を去っている（兵
士たちの日当は2マルク）。収穫高も全般に良好だった。村の財政も，戦争の影響はほとんどなく，
村税も〔国税の〕147％から100％に切り下げられた［159］。9月下旬のジャガイモの収穫では，学
校の上級生徒は休みとせざるを得なかったが，無事終り，いつになく豊作だった（9月23日，25日）
［163f．］。
　こうして，収穫作業援助に兵士が村出身者を含め投入され，かなりの効果を上げることができた。
しかし，農家が息子や夫を収穫や播種のために確保すべく，休暇やその延長を村当局を通して申請す
る場合，しばしば欺購・詐欺・偽善が駆使されたという（同年9月25日）［163］。
　しかし，この労働力確保の問題で最大の出来事は，セルビア人捕虜が多数村にやってきたことで
あった。翌1916年3月14日の日記には，「村の第一級の出来事1」としてこう記されている。「村は
少し前奉公人の代わりに捕虜を求めた。今日，1時半頃，ウンターファールハイム駅にレッヒフェ
ルト収容所から5名のセルビア人が〔ドイッ人〕監視兵1名と到着，村の会計のヴォルフ〔通し番号
12〕に迎えられ，馬車でここに連れて來られた。彼らは，さしあたり宿舎（郵便配達人〔通し番号3〕
の養老用の小屋）に案内され，居間用の二部屋とベッド付きの一部屋をあてがわれた。その後，彼ら
は雇い主のところに連れて行かれた。郵便配達人ヨーアス2名，製粉所のデンッェル〔通し番号4〕
2名，居酒屋のツァーン〔通し番号2〕1名。彼らがここでうまくいきますように1彼らはいずれに
せよすでに十分つらい眼にあったのだから。」［180］
　3月18日の日記に載っている生徒の作文には，彼らが早速，厩肥をかき混ぜたり，薪を割ったり
するのに使われている様が描かれている［181］。同月30日の日記掲載の作文では，子供たちが日曜
の午後になるとセルビア人のところにいき，彼らが小屋の前にテーブルを出して，タバコを吸いなが
ら，声高に楽しげに話し合っているのを見物する様子が書かれている。トニ〔＝アントーン〕・ゾン
デルホルツァー〔通し番号14の当時12歳の息子〕が，「セルビアはつぶれた1」と言うと，シプコは
怒って，飛び掛っていった。子供たちは叫び声を上げて逃げたが，また近づいていった。そこに郵便
配達人の下男〔開戦当時は同家には下女はいたが，下男はいなかったので，息子三人が出征した後，
下男が雇われたのであろう〕が来て，「ラザル，歌って1」と言うと，彼らは歌いだした。ラザルははっ
きりと高い声で歌い，他の者たちはハミングで歌った。彼らは，歌いながらまじめな顔をし，いつも
遠くを見つめていた。「彼らは故郷を思っていたのだと思う」と作文にはある［183］。
　4月4日の日記には，「セルビア人たちがわがドイツの乙女たちと農作業に出かけ，夕べには，沈
んだスラヴの民謡が村の静けさの中をたゆたうのは，奇妙な印象を与える」とある＜91＞。この記述
は，年代記にはなく，兵士の「種まき休暇」の話だけが出ている。「すばらしい春の天気は種まきの時。
守備隊〔国内〕にいるジルハイム出身者はみな種まき休暇でここに。偶然にもほとんどみな若者たち
（負傷したか，まだそもそも戦場に出ていないか）で，家族もちの男たちは来なかった。戦場にいる
ので」［184］。ただし，刊本には，若者以下の部分はない〈92＞。
　5月29日の日記には，この前後，ヨーハン・ヴォルフ〔通し番号12，当時21歳〕に続いて，19歳〔正
確にはまだ18歳〕のヨーゼフ・ゾンデルポルツァー〔通し番号23〕，アウグスト・バウア〔通し番号
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11〕の召集があり〔じっさいにはさらに当時26歳のコンラート・クナイァー〔通し番号21〕も，後
の二人と同じ6月2日に出征している〕，「出征可能な者がもうあまり残っていず，労働力が夏には不
足する。特にわがセルビア人たちがしばしば病気になるので」とある。「マチエはウルムの病院に入
院させざるをえず，ドブリヴォイは当地で重病で臥せっており，ミリザルは病気がちで，残るのはラ
ザルとシプコだけだが，後者はもう何度か休まざるをえなかった。彼らはドイッの仕事のテンポに慣
れていないか，長い戦争で長患いになっている。たいていの者は，すでに4年も戦場にある（バルカ
ン戦争1）」［187f．］（なお，このしばらく後，6月14日にシュティーゲレは召集され，ミュンヘンの
陸軍病院で看護兵として勤務することになった。教師の仕事は県当局により元教師の妻に委ねられ
た。以後　日記の作成は妻の協力のもとに行われることとなる［190］。彼は時々休暇で村に帰って
いる。そして，1918年3月には自ら病気になり，7月9日には除隊教職にもどった［451f．］。）
　さて，再び1916年にもどると，10月18日の日記には，「ここジルハイムではすべてがうまくいって
いる。セルビア人が仕事を共に片付け，あらゆる方面から賞賛を博している」，とある［195］。刊本
にはこの記述はなく，23日の項に，「180名の村はあらゆる方面で祖国を防衛している1そして，セ
ルビア人捕虜がその間銃後の土に種を蒔いている」と記されているに留まる〈102＞。1916年12月1
日現在で，この村の住民は159名，戦場に22名，戦死者3名〔第三の戦死者は兄に続いたヨーハン・
ヨーアス（通し番号3）〕で，捕虜は8名となっている（12月27日の日記）［196］。
　しかし，翌1917年3月には，セルビア人の労働拒否事件が起こる。3月10日の日記によると，「ベ
ルヒトルト〔通し番号1〕のところの若いセルビア人がこれ以上働こうとしない。彼は，昨夏の厳し
い労働を思い出し，それが繰り返されるのを怖れている。ノイウルムの監督将校の命令で，彼は地下
室に閉じ込められ，水とパンしか与えられなかった。r二時間もすると，彼はまた労働するつもり
だと表明し，再び解放された。翌朝，彼は二重に身を包んで現れ（ズボン2本，上っ張り2着など），
また労働を拒否した。地下室での拘禁に備えて暖かい服装をしてきたわけである。今度は，2日半い
て，治った。人々が言うには，ドイツが作付けできない結果敗北するように，今年はもう働かないと，
捕虜全員がひそかに盟約を結んだのだとのことだった」［200］。
　この3月には，ノイウルムの食糧難に苦しむ子供たちの受け入れを11戸が表明している。農家は，
小さい子は無料で，大きい方の子は，仕事を手伝うことで賄いの費用を稼ぐ，という風に考えている
［199f．］〈110＞。4月25日8名が到着，農家に引き取られた［207］。
　越えて1918年　ロシアとの〔ブレスト＝リトフスクの〕講和を伝えた3月6日の日記には，農民
たちが，「ロシア人収穫労働者を失う」（刊本では「自分の息子が帰還する前にロシア人捕虜を手放さ
なければならない」）ことを怖れている旨が記されている［217］〈128＞。そして，取り入れが終った
8月24日の日記（ちなみに，この頃にはシュティーゲレは村にもどっている）には，収穫作業に村出
身またよそからの兵士のほか，セルビア人が参加したことを記した後こう書かれている。「ただ後
者（＝セルビア人）は，もはや喜んで出かけようとはしない。戦争は彼らにとって長過ぎる。「病気
になる」ケースが多々あり，特に仕事が非常に多い日がそうだ。彼らは小屋のベッドもぐり込み，料
理をし，ビールをとってきて，楽にしている。彼らは故郷から食料品を受け取っている。監督の兵は
197
日記の中の第一次世界大戦一バイエルンのカトリック農村から一
休暇中だ」［225］。シュテイーゲレの隣…家のセルビア人は，すでに結婚15年で，くにには子供4名が
いるが，我が家の坊やをとてもかわいがっていて，故郷からの菓子を一つ分けてくれた，とある
〈135＞。
　総じて，この日記からは，セルビア人捕虜の存在感が実感をもって迫ってくるように思われる18。
　〔2〕他方，農村の女性については，息子や夫の出征を悲しむ姿がB記の各所に登場する。1915年
7月11日の日記には，前日，村長ゾンデルホルツァー（通し番号14）の休暇が終りアントワープに
戻る前，居酒屋で村当局の人々が別れの宴を催したという記述の後に，こうある。最もつらいことは，
いつも，帰休兵が家族に別れを告げなければならない時に初めてやってくる。父親が背嚢を背負い兜
をかぶって，妻と子，家屋敷を残し，不確実の中へ，千もの危険の中へと再び去っていかなければな
らず，しかも再会を期し得ないことは，つらく厳しいことなのである［153］。この部分は，刊本では，
こうなっている。「妻たちの中には，こう言うものもかなりいる。「もし夫がまた行ってしまわなけれ
ばならないのなら，休暇を全くもらえない方がいい位だ」，と」〈67＞。
　彼らの出征は，妻や母親にとっては，同時に，自分の労働の強化や，家を運営する負担の増加を意
味するものであった。しかし，日記には，「ドイッの乙女たち」がセルビア人たちと農作業に出かけ
る光景は紹介されているが，女性たちの労働の姿はほとんど出てこない。それは，刊本の表紙に象徴
的に示されているに留まるといえよう。
　その中で注目されるのは，主婦たちの主戦場ともいえる台所をめぐる状況の描写であろう。
　1915年9月11日（土曜日），村長代理〔通し番号9〕とシュティーゲレは，各戸を回って真鍮や銅・
ニッケルを書き上げるというありがたくない仕事をしなければならなかった。主婦たちは，こうした
金属からできた台所用品について申告をしなければない時いやな顔をした。シュティーゲレたち
は，この時大麦の在庫調査と第三次戦時公債の勧誘も行っている［162］。
　越えて1917年，ロシア革命勃発直後の3月25日の日記には，「女たちの小さな革命（eine　kleine
Weiber＝Revolution）」が出てくる。その契機となったのは，当時「食料品収集所」に指定された
ヨーアス〔通し番号3〕のところ以外では，バターの製造を禁止するという指示が出されたことで
あった。遠心分離機は封印され，撹拝樽は村長〔代理〕のところに持っていかなければならないとさ
れたのである。その際罪もない村長〔代理〕は，多くの攻撃に耐えなければならなかった。今後は，
牛乳は各戸からプファッフェンホーフェン町の乳製品工場まで送らなければならないことになった
［201f．］。ちなみに，1月末段階で，乳製品製造所と当地の消費者への牛乳供出量は週1057リットル
で，そのほかに主として大きい方の農家5戸が自分のところでバターを製造していた（4月9日の日
言己）　［203］。
　同年5月には，屋根や樋などの銅　またアルミニウムが差し押さえられ（26日の日記）〈115f．〉，
7月には，隣村の錠前屋が村を回って，かまどの銅製の部分を亜鉛板製のものに替えていった（9日
の日記）〈117＞。そして9月には，村当局が家々を回って，まだ供出していない銅や真鍮製の平鍋な
どを探し求めると，主婦たちは一事前に隠していなかった場合一体を張って抵抗することとな
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るのである（12日の日記）＜120＞。戦時統制経済は，農家の台所用品にまで及んでいたのであった。（な
お，年代記では，4月26日の日記の後，11月4日まで，日記が跳んでいる［207］。）
　越えて1918年9月4日の日記には，「農婦（Bauerin）たちは，卵の供出を怖れて，彼女たちの鶏
小屋をできるだけ少なく申告している。彼女たちは，卵をむしろ買出し人に売るか，店で物々交換し
たがる」とあるく135＞。鶏はもとより乳牛などの世話も，農婦の仕事であったが19，そうした農婦の
姿が統制経済との関連で，はしなくも戦時日記に書き留められたことになる。村最初の戦死者ヨーハ
ン・シュミート〔通し番号7〕が家に宛てた1915年1月13日の手紙には，「あなたたちは小さな牝牛
の災難について，しっかり自分を慰めなければ」とあった〔259］。この「あなたたち」は，おそら
く独り身の母親と妹をさしており，ここにも，村の女性たちの世界の一端をかいまみることができよ
う20。
　〔3〕統制経済との戦いは，農家の経済全体にとっても，きわめて重要な問題であった。物価の上
昇の記述にも注目しながら，統制経済の進展と農民たちのそれへの対応をあとづけることとしたい。
　1914年8月30日の日記には，物価について，「肉の価格は少しも上がっていない。1ポンドの子牛
の肉が80ペニヒ〔1マルク＝100ペニヒ〕，牛肉・豚肉85ペニヒ。白パンはいささか値上がりした一
ゼンメル1個が以前の21／2ペニヒから3ペニヒに。それ以外は，戦争は食料品価格にまだそれほど
顕著に現れてはいない」，とある［32］。
　開戦後3ヶ月の11月1日の日記は，戦争でもほとんど変らない村の日常を伝えている。「国境では
すさまじいが，国内はふだんと同様に平和。食料品はそれほど値上がりしていない。子供たちは学校
に行き，年寄りは居酒屋へ。畑は作付けされ，税は払い込まれ，賃金は支払われる。すべてはふだん
通り。ただ，かねは今では紙でできていて，1マルクまで紙幣〔…〕がある。そして，万聖節はふだ
ん通り祝われた」［75］。11月3日の日記には，先週軍が買い上げた穀物を村に取りに来た，とある。
全部で280ツェントナー〔1ツェントナー＝50キロ〕。代価はこの間に定められた最高価格で，〔1ツェ
ントナー当り〕小麦が13．5マルクのみ，大麦は11．2マルク［76］。
　12月6日の日記には，穀物や家畜の調査結：果が記されている。小麦・スペルト小麦324ツェント
ナー，ライ麦131ツェントナー，カラス麦372ツェントナー，大麦157ツェントナーt小麦粉・スペル
ト小麦粉33ツェントナー，ライ麦粉40ッェントナー，トウモロコシ・大麦・カラス麦粉15ツェント
ナー。目立つのはライ麦が少量なことで，これは我々の地域のライ麦の質が悪いことと関係がある。
馬は16頭，3ヶ月以下の子牛19頭　2歳までの若牛84頭牡牛・種牛21頭乳牛・牝子牛151頭。豚
は，半歳以下72匹，1歳まで31匹，1歳以上21匹，雄豚1匹［88f．］。
　翌19i5年1月13日の日記には，穀粉消費に関する規定が帝国参議院によって新たに厳しく定めら
れたことが記されている。朝，新鮮な朝食用のパンがなくなるよう，パン屋と菓子屋は，朝6時以前
にはパンを焼いてはならない。黒パンも焼き立てでないものしか売ってはならない。パン屋は行商し
てはならない。小麦パンの重さは100グラム以上あってはならない。黒パンにはジャガイモの粉白
パンにはライ麦の粉を混ぜなければならない［106］。
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　1月24日の日記には，銃後の生活に関する興味深い記述が見られる。「戦場の兵士たちは，銃後に
おける我々の生活を多分想像できないだろう。彼らは，戦争は我々にも悪しき随伴現象をもたらした
であろうと思っている。それは全くあたっていない。我々は，食事でのいささかの制限を除けば，平
時と同じように暮らしている。以前，我々が戦争のことを考えた時には，すぐさま国内不安，値上が
り，警察支配家畜・穀物・戦争税の徴発，悲惨，窮乏等々を考えた。今日まではそのどれも起こっ
ていない。失業はわずかで，軍隊のために働きtウルム〔の軍隊〕に供給している多くの営業（周辺
の仕立業・製靴業・皮革製品業など）は，たっぷり稼いでいる。農民は家畜を維持しえている。肉の
価格は少しも変らなかった。〔…〕鉄道交通も，若干の列車以外は，再び以前通り。ただ，村々で
は人が少なくなり，そのため夏にはおそらく奉公人不足が懸念される。」［108f．］
　しかし，この直後に帝国参議院によって出された，小麦・ライ麦・穀粉全部を差し押さえる規定
は，食糧統制経済の発展の重要な一歩を画するものとなった。消費者にとっては，すでにパンの配給
制度が始まっていた。ジルハイム村では，2月1日に村全体の在庫調査が行われた。小麦・スペルト
小麦2281／2ツェントナー，ライ麦88ツェントナー，小麦粉29ツェントナー，ライ麦粉23ツェント
ナー，大麦2781／2ツェントナー〔前回調査より大幅に多い理由は不明〕。大麦は播種用に1371／2ツェ
ントナーが必要で，残りはその大半が自分の馬に必要。パン穀物は，農家の自家消費分が一人当り
1ヶ月9キロで，次の収穫まで7ヶ月・147名分で〔9261キロ＝〕185ツェントナー，供出用に残る
のは183ツェントナー。しかし，農民たちは一人当り9キロでは少なすぎると言っている［110f］。
2月7日には警官が何軒かを回って，在庫量の申告が合っているかを調べている。どこでも合ってい
たわけでなかったという［113］21。
　2月9日の日記には，ゲマインデ連合の倉庫が以後ヴァイセンホルン市に置かれ，製粉所は，そこ
から穀物を受け取り，製粉後は規定量の粉を再びそこに納めることとされた，とある。ノイウルム郡
庁のもとにおかれたゲマインデ連合は，この粉を製パン業や商人に引き渡すが，その量はこれまでの
一部分だけに限定される。「事は全く社会主義的に考えられている」というのが，シュティーゲレの
感想であった［114f．］。
　2月13日の日記はこう始まっている。「戦争は，国内でも次第に感じられ始めた。最も困難なのは，
パンの調達だ」，と。肉については，当面欠乏はほとんどないが，最近豚の価格が日々に上がってい
る。戦争の最初の半年間は，〔屠畜の〕生体重量で1ポンド40～50ペニヒにとどまっていたがt今
や60～65ペニヒに急上昇している。これは，飼料の高騰と関連しており，外国（ロシア，セルビア）
から飼料用の大麦が入手できないからである。それ故，飼料用穀粉1ツェントナーが13マルクから26
マルクに値上がりした。［116］。
　3月2日の日記にはこうある。「全国民が戦争の中にいるということを最もよく感じるのは，我々
の食糧事情である。誰もが，それに協力しなければならず，いささか無しで済ませなければならず，
いささか台所と厩舎での習慣を変えなければならず，計算し，節約しなければならない。〔…〕今
日は，豚の餌の番だった。〔…〕パン・粉の調達については，今日ノイウルム郡の規定が発せられた。
（1）農家は，その在庫から一人1ヶ月当り穀物18ポンド（1ポンド＝500グラム）を手元に置いてお
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いてよい。（2）パン屋と菓子屋は，これまでの量の四分の三だけを焼いてよい。ライ麦パンは一様に
2．5ポンド，小麦パンは100グラムの重さとする。小麦パンは焼き立てを売ってはならない。菓子は
ジャガイモの粉でしか作ってはならない。パンの行商や郡外での販売は禁止。（3）粉商人は，これま
での量の半分しか売ってはならない。（4）その他の住民は，一人当り週にパン1550グラム（たとえ
ばライ麦パン1個と小麦パン3個），粉1ポンドを，村長が発行する証明書を提示して受け取ってよ
い［126f．］。刊本ではこうなっている。「銃後は，ますます戦争に引き込まれていく。その敵は飢え
であり，その武器は，無しで済ませること。国家は子供たちにパンを切り分けるパンの父となった。
国家は穀物の在庫調べに基づいて，一人当り1日粉200グラム，ということは，週におよそパン2．5ポ
ンドと粉400グラムだけとした。これは，農村では以前の消費のほとんど半分である。村長の証明書
なしには，小売商〔通し番号3〕の家におかれた粉販売所は粉を売ってはならない」＜54＞。この月の
下旬には，最近の規定がまた変更され，村長代理とシュティーゲレは二日がかりで，各農家に，8月
15日までどれだけの穀物を自家消費用に用いてよいかの計算をした。農家はその量まで自由使用証を
受け取り，その証明書でだけ製粉所は製粉してよい（3月25日）［131］。
　3月29日の日記によると，この日，この村でも非農家にパン切符（Brotkarte）が導入された。1
週間有効で，各切符は券（Marke）6枚から成り，小麦粉パン100グラム（ないし小麦粉75グラム）
の券3枚ライ麦パン625グラム（ないしライ麦粉500グラム）の券2枚小麦粉175グラムの券1枚
の計6枚である。しかし，我々のパン屋は隣村のビュールに住んでおり，そこは他の郡（ギュンツブ
ルク郡）なので，そのパン屋がノイウルム郡所属の我々のゲマインデ連合から粉を受け取るまでは，
券があってもパンを買うことができない。居酒屋はもうこれ以上パンを出してはならない［132f．］。
4月11日の日記には，パン購入の件は解決した，とある［135］。
　5月15日の日記は，「物価が引き続き上昇した」として，物価を列記している。バター1ポンド1．40
マルク，豚肉は生体重量1ポンド90ペニヒ，枝肉重量1ポンド1～1．30マルク，酒1リットル50ペ
ニヒ，サラダ油1リットル2～2．50マルク。「貧しい人々は，今や厳しい生活をしている。しかし，
誰もくじけない。わが軍に対する信頼は揺るがしえない。」［141］
　10月9日の日記には，バルカン方面での「新しい事態の展開にかんがみ，早期の平和へのいかな
る希望も消滅している」とした後，次のような記述が見られる。「もっとも，平和への希求がすべて
の人にとって真剣なものかは疑わしい。というのは，かなりの人々が戦争から大きな利益を引き出し
ているからである。食料品の価格は上昇している。〔…〕製粉の規定は熱心に回避iされている。製
粉証にあるよりも多くの量が製粉所に運び込まれている」［166］。（なお，「大きな利益」うんぬんの
部分は刊本にはない〈77＞。）
　そして，11月24日の日記は，この月の16日に穀物・穀粉・飼料の在庫調査をした際農民たちの
申告が「多分不正確（低すぎる）」と指摘している（調査結果は，ライ麦264ツェントナー，小麦180
ッェントナー，スペルト小麦397ツェントナー，カラス麦252ツェントナー，大麦218ツェントナー，
ライ麦粉25ツェントナー，小麦粉31ツェントナー，バター8ポンド，溶かしバター　35ポンド，ラー
ド144ポンド）［169］。刊本では，これに続けて，「農民たちはもう自分の倉庫や壷をのぞかせたがら
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ない。申告が低ければ低いほど，それだけ供出しなくてよい」とある〈80＞。
　この年の大晦日の日記には，「前線でと同様銃後でも，心が粗野になってきている。ここでもか
しこでも，欠乏と犠牲は不平等に分配されている。たとえば，パンの混ぜ物による増量の規定は，農
民によってもはやとうに守られていない。パン切符を必要とする者だけが，ジャガイモパンや黒い粉
のゼンメルンを食べている。農民たちは以前通りのパンを焼いている。製粉証（Mahlschein）が1
ッェントナーなら，その2倍を製粉所に持ち込み，たまたま監視に引っかかると，製粉所と農民は若
干マルクの罰を受ける。それでこわがることはない。というのは，かねは農家には今日では以前より
たくさんあるから。生産物は，値段は高いし，とても求められている。こうして戦争は，多くの人間
には（農業ばかりでなく商業・営業・工業も）よい商売になっているのである。それ故，遺憾ながら，
今日，年の替り目に表明される平和への願いのどれをもまじめに受け取ってはならない」〈84＞。
　翌1916年1月24日の日記は，経済状態を示唆するものとして，再び物価を列挙している（カッコ
内は平時の価格）。卵1個18ペニヒ（8ペニヒ），ラード1ポンド2マルク（1マルク），ヘット1ポ
ンド2マルク（1．30マルク），サラダ油1ポンド2マルク（70ペニヒ），牛肉1ポンド1．10マルク（90
ペニヒ），子牛肉1ポンド1マルク（85ペニヒ），豚肉＊1ポンド1．40マルク（90ペニヒ），バター＊1
ポンド1．75マルク（120マルク），小麦粉＊1ポンド27ペニヒ（20ペニヒ）など。豚肉以下，＊を付けた
ものは，「法定の最高価格で，そうでなければはるかに高かったろう」とある。
　さらに2月6日の日記は，この「我々の最近の価格リストでは，薪も忘れるべきではなかったろ
う。これはこの前の冬もすでに安くなかったが」として，1棚〔Klafter＝約3平方メートル〕につき，
トウヒ材が40マルク，硬材が50マルクすると追記している。そして，「林の所有者は，今やよい売り
上げになるので，木を伐っている。」［177］。
　2月29日の日記には，この年1月1日から1ツェントナー当り割増金が，パン穀物に1．40マルクま
で，大麦とカラス麦に3マルクまで支払われることになったことが記されている。「それによって，
供出の増加が達成され，またますます拡大するライ麦の〔家畜〕飼料化が阻止されるべきだというの
である。この措置は由々しい。余剰を手元に留めておかなかった農民は，今や損な目にあわされたの
だから。」〈88＞（これは刊本のみにある）
　4月19日の日記では，「食料品価格がますます値上がりしている」（牝牛1400～1500マルク，牡牛
2000マルク以上，若豚一対で190マルク）」と記した後，肉の配給制度に触れている。5月1日から
は食肉切符が導入される（週一人当り800グラム，6歳以下の子供400グラム）が，「庶民（der
kleine　Mann）には食肉切符はほとんど役立たない。彼の財布は高い肉を工面できないから。最高価
格が来るべきだ」［184f］。肉の配給量は，この年秋には，週一人当り250グラムにまで削減され，ク
リスマスの週は300グラムに引き上げられた（10月18日，12月23日の日記）〈102＞＜106＞。
　9月3日の日記には，同年7月15日の収穫評価（予想）に際し，「農民たちはもとより，自分にと
ても有利に，つまりできる限り低く見積もった」とある。それはいずれにせよ，この見積りは，村の
農業生産の概容を示すものとして，貴重である。
　　小麦　　 29タークヴェルク　各13ツェントナー　計377ツェントナー
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　　ライ麦　　　　54　　　　　　　　9　　　　　　　486
　　スペルト小麦　　66　　　　　　　　　12　　　　　　　　　792
　　大麦　　　　　　70　　　　　　　　　11　　　　　　　　　770
　　カラス麦　　　73　　　　　　　　11　　　　　　　　803　　［192］
　製粉優遇制度導入を記した11月30日の日記には：「10月10日までにパン穀物を供出する者は，1
ツェントナーあたり，最高価格よりも1マルク多く受け取る。にもかかわらず，農民たちは控えてい
る。多分春の価格上昇をあてこんで。〔…〕投機心はすでに村にあまりにも巣くっている。良心的
な者はまだたくさんいるが，彼らは言う。「なぜ，いつも我々だけが供出し，全体の心配をするのか。
他の者がもうけを旨としているのに」，と。処罰の威嚇も，もうまじめに受け取られていない。とい
うのは，禁止や命令の数があまりに多いので，その違反をすべて確認し処罰することはできないから
である。最近，パン穀物を飼料として与えることを阻止すべく，それを挽き割りにすることが禁止さ
れた。村長は，挽き割り用の製粉機をゲマインデ〔村〕の印章で封印しなければならない。家畜は屑
の粉も，まだ食用や工場用になるジャガイモも，全乳も，粉も，パンも，もらってはいけないという。
誰がそのすべてを監督するというのか？」＜105＞。
　農民の「よい商売」や「投機心」に関するこれらの記述は，刊本にのみあり，年代記にはない。全
体として，刊本の方が，村に贈られた年代記よりも，非農家でもある著者シュティーゲレ自身の農家
に対する批判が強く出ているように思われる。その際その「農家」に，「バウアー」のみならず，「小
ゼルドナー」まで含まれていたことは，前年1915年11月24日の日記（前出）の最後に添えられた，
次の記述からもうかがうことができよう。「大麦はさしあたり醸造所によって高い価格が支払われて
いる。小ゼルドナーが18ツェントナーの大麦で312マルク得ている」＜80＞。
　1917年2月26日の日記は，前日夜「戦争にもかかわらず，木材の不足にもかかわらず，「日輪の
火（Scheibenfeuer）」がマテーウス山で燃え上がった」ことを記している。「子供たちには，克己は
もう沢山で，こごえる町の人々を顧みずに楽しみたかったのだ。犠牲心は，国民全体で，子供でも大
人でも衰えてきている。1棚（クラフター）の木材は，今年は60～70マルクしており，貧しい家族は，
日輪の火の薪の山で部屋を長いこと暖めることができたろうに。」［199］
　さて，あの「女たちの小さな革命」を報じた3月25日の日記には，4月15日から穀粉の配給の削
減が予定され，代わりに食肉切符の増加で埋め合わせるつもりだとある。「貧しい人々の財布はこれ
にどう言うだろうか？」［202］。
　4月24日の日記によれば，じっさいパン切符が削減されたが，農民も，〔自家消費用の〕割り当て
分のライ麦か小麦の一部を供出しなければならないことになった。当時休暇で村に帰っていたシュ
ティーゲレたち3人が家々を回って削減の必要性を説明し，供出量の計算をしたが，ほとんど効果は
なかった。「我々は，この指示の大元の帝国参議院と食糧庁長官バトッキに対する最もすさまじい罵
署雑言をきかなければならなかった。我々は何とか，義務の34ツェントナーを集めることができた。」
［206］　〈114＞o
　同日の日記には，非農家の今後の配給食糧がこう記されている。成人2名，子供1名の家族の場
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日記の中の第一次世界大戦一バイエルンのカトリック農村から一
合，週に肉2．5ポンド（一人当り週0．5ポンド増配，ただし肉は，子供が大人の半分だけなので，1ポ
ンド×2．5），パン4050グラム（1350グラム×3），粉600グラム（200グラムx3），脂肪270グラム（90
グラム×3），卵3個（1個×3），それに砂糖が月に4．5ポンド（1．5ポンド×3）。そのための券は，
4週間毎に村長のところで配られる。このほか，石鹸と洗剤の券もあり，都市ではさらにジャガイモ，
チーズ，ビール等々の券もある［207］。
　5月8日の日記によれば，居酒屋は営業を11時～1時と4～9時に制限され，パンやソーセージ
が欲しい者は，券を出さなければならないことになった〈115＞。
　6月4日の日記には，物々交換がますます盛んになっていることが指摘されている。店は商品をバ
ター，油脂，卵，粉などと交換することを好み，利益が双方にとりとても大きいので，店を閉鎖する
という脅しにもひるむことはない。農家はよくて安い平時の商品を，商人は食糧を配給量を超えて手
に入れるわけである。また，都市からは，食糧の買出しにますます多くの人々が農村を訪れ，法定〔最
高〕価格より高い値段を農家に申し出て，農産物を手に入れている〈116＞。「買出し（Hamstern）」
については，年代記では11月7日の日記に出てくる。そこでは，「生産者と消費者の関係がいわゆる
「買出し」でひとりでに調整されている。〔…〕もとより，この買出しは多くの不快なことを伴うが，
経済状況は全般にそれによって改善されている」，とある［208］22。
　11月13日の日記：収穫後，粉は再び週220グラムとなっていたのが，もう再び200グラムに切り詰
められた。農民に認められた162ポンドは153ポンドにもどされた。帝国全体での収穫調査がよい数
字を出さなかったものと思われる。申告が多分どこでもはるかに低過ぎたのだろう。というのは，農
民にゲマインデ連合よりも高い価格をもたらす買出しが，いっそう活況を呈しているから。都市と農
村の家庭間には，しばしば堅い結びつきが形成されている〈123＞。
　11月24日の日記：木材がとても高い。当局の標準価格は，運賃ないし運送料抜きで，一級軟材1
立方メートル16マルク，硬材20マルク〈123＞。
　越えて1918年の9月4日の日記には，前々日の家畜調査の結果が出ている。（）内は前年1917年
3月の調査結果である。馬16頭（16），牛283頭（290），内，乳牛124頭（128），豚123匹（132），内，
子豚54匹（63）23，ウサギ23匹，山羊5匹，家禽652羽［226］。この家禽〔鶏など〕の数が一農婦
によって一特に低く申告されているとシュティーゲレ（彼はこの7月9日にジルハイムに戻って
きていた）が見ていたことは，先に紹介した通りである24。
　この日t9月4日の日記には，戦時の一光景として，彼が休暇で帰って来た村長〔通し番号14〕
と居酒屋で薄いビールを飲んでいた時のことが出てくる。警官が入ってきてビールを一杯飲んでか
ら，主人を出て来させ，彼に手紙を手渡す。それは，居酒屋の主人が隣…村のビュールで子牛を3頭購
入したことを確認するものであり，このことは二重の意味で「処罰に値する」。第一に，ビュールは
ギュンツブルクのゲマインデ連合（郡）に属し，その許可なしには何物も「輸出」してはならない。
輸出とは，戦時では，隣…の郡に持ち込むことなのである。第二に子牛はすでに年齢が3ヶ月を越え
ており，もはや自由な取引で販売されてはならない，と。現在，戦時は，こうなっているのである。
全く拘束された経済であり，ツンフトや関税障壁の時代にも，ほとんどなかったようなものなのであ
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る。果物すら，ゲマインデ連合の許可なしには私人に送ってはならない。唯一正当な買い手は，ゲマ
インデ連合自身かその定めた買い上げ人である。大量の制限や規定が，大いにあれこれ言われ，罵ら
れ，嘲られることは，ほとんど言うを待たない。制限的な規則がさまざまに回避されているというこ
とも，本当である。国家があらゆる罪人を捕らえれば，監獄が一杯になり，足りなくなるとは，予想
できるところだ。遺憾ながら，無限に威嚇し，しかも実行されない時国家とその官庁の威信は，き
わめて痛手を受けるのである［226f．］〈135f＞。（なお，刊本には，規則回避の部分と国家の威信の部
分が欠けている。その代わりに，最高価格が設定されている物品が数多く列挙されている〈136＞。）
統制経済の強化のもとで，逆に「国家の威信」の低下が進んでいった様がよく示されているといえよ
う25。
　10月16日の日記：日曜日〔13日〕，我々村当局で，新たな収穫年度における個々の農家の供出義務
量を計算し，パン穀物合計656ツェントナーとなった。作付けされた1タークヴェルク当りの平均収
穫量として，小麦10ツェントナー，スペルト小麦8ッェントナー，ライ麦7ツェントナーを基礎と
し，そこから播種用（1タークヴェルク当りライ麦115ポンド，小麦・スペルト小麦130ポンド）と
自家消費分（一人当たり年216ポンド）を差し引いた残り656ッェントナーが1年を通しての供出量と
なる。かなりの農家からは，それ以上が供出されるであろう［232］。
　10月19日の日記：新しい最高価格：牛乳1リットル30ペニヒ，バター1ポンド3．10マルク〈139＞。
　11月1日の日記は，再び，非農家と農家の格差に触れている。「パン屋がゲマインデ連合の粉で焼
いたパンは，非農家の者はみなそれが頼りなのだが，最近は質が非常に悪く，ほとんど食べられない
代物である。農民はといえば良質の自家製のライ麦パン，さらには小麦粉でできた「白い大型パン」
を食べている。〔果物…〕ウルムでの昼食は2マルク，ワイン四分の一リットルは2．20マルクする。
布地や靴はもはやほとんど全く入手できない。物々交換（食糧対布地）はますます広がっている。酵
母すらとても不足しており，これは肉なし週には特にこたえる。そして今の大問題はまさに，何を料
理するかだ。〔非農家の〕主婦たちは，あちこちで二，三ポンドの粉パンや，卵若干を手に入れる
ために，頭を悩まし，走り回らなければならない。というのは，当局の規定する粉の量（たとえば三
人家族4週間で6ポンド，内，2週間は全くの肉なし）では，生きていけない」［234］。
　当時崩壊は目前に迫っていた。
〔皿〕兵士たちの戦争体験・戦況の変化と村びとたち
　ジルハイム村出身の兵士たちは，戦争をどのように体験したのであろうか。兵士の手紙や回想，ま
た帰休兵の話から，その一端を見ることとしたい。それは当然戦況の推移とも関わっている。ここ
では，村の人々が兵士の体験また戦況の推移をどう受け止めたかにも注目したいと思う。戦時公債
への応募状況は，その一つの手がかりとなるはずである。
村出身の兵士がすでに前線で戦ったという最初の知らせが記されているのは，1914年8月16日の
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日記の中の第一次世界大戦一バイエルンのカトリック農村から一
日記である。二十〔歩兵〕連隊に入隊した者は，8月10，11日のミュルハウゼン〔ミュルーズ〕の
戦いに参加した。熱戦で，市街戦になったという。製粉所〔通し番号4〕の荷車引き〔歩兵ドーザー〕
は，こう書いてきた。自分は戦争をこうは〔こんなにひどいとは〕思っていなかった。全村が破壊さ
れたが，そのわけは，エルザス人やフランス人住民が闇討ちで戦争に加わり，誠実なドイツ兵を後ろ
から襲って殺したからなのだ，と［25f．］〈13＞。
　8月18日の日記：ミュルハウゼンやヴォゲーゼン〔ヴォージュ〕山地でのドイツ軍のおびただし
い損失のうわさが流れている。人々は，戦争報道の秘密めかした乏しさのために，不安かつ疑い深く
なっている［26］。
　8月22日には，村人に向けて赤十字への献金の呼びかけを書き，翌日は，村長代理とシュティー
ゲレは，家々を回って募金し，成果は116マルクだった［29］。
　こうした中で，8月29日にもたらされた東西両戦線での勝利の報道が，人々の空気を大きく変え
ることとなったことは，先に見た通りである。
　8月30日の日記には，ジルハイムの前線兵士についてはあまり聞かないが，荷車引き〔ドーザー〕
はすでに戦死したという。しかし，うわさは信じ得ない，とある［32］。じっさい，翌9月の上旬には，
ドーザーから，「パリの内部を間もなく見ることになりますように」という元気な手紙が届くことに
なる（9月7日の日記）［42］。同日の日記に載っている衛生兵アロイス・デンッェル〔通し番号4〕
の8月24日付けの手紙には，前々日からその日にかけての大きな戦闘で，仮包帯所が砲撃され，重傷
者をそのままにして大急ぎで撤退したことが記されている［41］。ドーザーは，グロースキッセンド
ルフのレンガ製造所の奉公人アダルベルト・ビショフと共同の9月8日付の手紙で，こう書いてい
る。8月25日，朝から夜遅くまで戦火，常に最前線で。中隊250名で突進し，今は120名だけだ。今
フランスがどうなっているかは，本当に悲しい。村々はたいてい瓦礫と化しており，道は破壊され，
畑の大半は耕されていず，木々は破壊されている。しかし，相変わらず悦ばしい気持ちだ。勇気ある
者だけに世界は属するというわけだ。そして神がそのおつもりなら，我々は再び故郷に帰れる1
［58f．］（10月8日の日記には，ビショフは戦死したとある［67］。）
　9月には，兵士・負傷兵のための靴下・タオル・下着などの寄付集めが，生徒たちの協力も得て，
大きな成功を収めている。シュティーゲレの妻は，日曜日の午後，学校（教師の住居も兼ねている）
で女生徒たちと一緒に靴下を編んでいる（9月8～13日，17～18日の日記）［43ff．，44／45，46f．，
53］。出征家族手当も出ることとなった。月額母親〔妻〕9マルク，子供各6マルク。冬には妻は
3マルク増額（9月9日の日記）［43f］。
　第一次戦時公債（1914年9月）の募集が始まると，シュティーゲレは農民たちに注目を喚起した
が，反応は芳しくなかった。9月24日の日記は，「この戦争はかねの戦争でもある1」とし，第1次
戦時公債が45億マルクの成果を上げたことを喜びつつも，「わが村がこの額に塵ほどでも加わってい
れば，どんなにかすばらしいのに1」と嘆いている（9月13，15，24日）［49，　51，60／61，61］（ただし，
この最後の言葉は刊本には欠けている＜21＞）。
　そこには，戦争の勝利に疑いが抱かれ始めていたことも（9月20日）［56］，響いていたのかもし
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れない。人々は〔教会で〕ロザリオをまさぐりながら，毎晩のようにわが戦士たちのために祈ってい
る（9月21日）［57］。9月25日の日記にはこうある。「日一日と気分が暗くなる。「我々が負けたら？
巨大な戦いがわが方に不利な終わりを迎えたら？」という考えが心の中に動き始めている。こうした
考えは，人を悲しい気分にさせる。〔…〕ドイッ軍の勝利の行進は，始まった時のように続くと信
じていた。そして今，すでに2週間以上も格闘は荒れ狂い，終わりはいつ告げようとも知れない。こ
うして，結末に関する心配がますますつのることになる」［61f．］（刊本ではこの部分欠）。新聞が「木々
から葉が落ちる時までには，諸君はみな国に帰る」というカイザーの言葉を伝えると，女たちはそれ
にしがみつき，クリスマスまでにはたしかに終わりが来ると期待する。彗星のうわさが流れ，開戦以
降，天にはすでにあらゆる種類の形象が現れている。百年暦にもこの戦争のことが書かれていて，ク
リスマスには平和が告げられている。人々は，すべてを信じ，こうした不思議な物語をむしろ何より
も信じている。しかし，この日行われた畑巡りは，畑が最良の状態にあること，秋の仕事はすべて済
み，若い種がすでに元気に芽を出し，他の畑は冬の休みの備えができていることを示していた（10月
23日）　［72］。
　戦地からの手紙は，厳しい戦いの状況を伝えてきた。11月8日の日記には，「前線からのニュース
はいつも暗い」，とある［77］。11月11日の日記には，シュティーゲレの妻の兄弟アンドレーアス・
エーブナーからの10月3日付けの手紙が載っている。「私は錘壕の中にいる。我々の周りは何ダース
もの死んだフランス兵。〔一・〕戦争はむごい。昨日自分の最良の仲間を奪われた。」彼の別の手紙に
は，「我々には，一，二週間の休息が必要だろう。我々はたいていが結婚している，38歳までの兵た
ちだし。自分にはいつも，もう戦場から帰れないのではという考えが浮かぶ」，ともある〈34f＞（エー
ブナーからの多数の手紙は，すべて，年代記にはなく刊本にのみ載っている。）
　こうした中で，11月12日の日記には，「ついに光の筋が1」として，「ディクスムイデンが攻略さ
れ，イーペルン地方で前進した」ことが記されている。「今や，わが軍がそこで突破し，それととも
に永遠の錘壕戦が軍と国民に負わせている圧力がやわらげられるというかすかな望みが頭をもたげ
る」［79£］。ただし，ここには，ランゲマルクや「若き連隊兵」には言及されていない26。
　もとより，戦況の現在は，主として新聞を通して伝えられる。11月14日の日記にはこうある。「農
民たちは言う。「新聞を読めば，繰り返し元気をもらう」，と。もちろん，新聞をだ1その任務は，国
民を元気づけることなのだから。敗北は小さく，勝利は大きく見せる1ポーランドでの恐るべき退却
は，国民にはまだ全く意識にのぼっていない。公電は，そのことを危険性がないように見せ，新聞は
いかなる追加もそれに付さない。それが適切かは問題だが［80］。刊本では，「適切」は「賢明」になっ
ている〈35＞
　11月16日の日記には，戦争の厳しい現実を記した工兵ロレンッ・ディル〔通し番号28〕の手紙が
載っている。そこでは，前線への途上，ほとんど至る所で出会った「焼け落ちた家々や都市」の記述
に続いて，こう記されている。「ここでの戦いについていえばどの一歩の土地も，重大な犠牲をもっ
てかちとられなければならない。昨日は，十六連隊が突撃し，600名を失った」［82］。11月25日の日
記にある，同じディルの11月14日付けの手紙では，「約1000名の大隊が突撃に打って出，5分後には
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200名あまりで息切れして錘壕に帰ってくる。ほかの者はみな外に，戦死しあるいは負傷して横た
わっている。少しの戦果も上げることなく⊥とある。ディルら工兵は，ふつう突撃の前に敵の鉄条
網を切断するという「ありがたくない仕事」に当らなければならなかった［84f］。同日の日記に載っ
ている百十七連隊の衛生兵アロイス・デンツェルの10月18日付けの手紙は，やはり突撃後の戦場の
すさまじさを伝えるものであった。ある者は榴弾で見分けがつかないほど切断され，他の者には頭が
ない。傷ついた者はしばしば何時間，何日間も放置されている！一昨日，射撃の構えをして並んでい
る5人の兵は，近づいてみればみな死んだドイツ兵だった［86］。
　しかし，出征兵士の当面した問題は，戦闘自体の厳しさだけではなかった。12月22日の日記には，
12月6日付けのディルの手紙が，「ひどい天気」の話に続いて，「深刻かつ重大なことを報じている」
として引用されている。「上官の一大部分の側からするエゴイズムと仮借なさ。たとえば二日にわた
る張り詰めた勤務ののち泥まみれになって宿舎に帰ってくると，規定の休息のかわりに，何時間も立
たされてあれこれ点呼される。〔…〕食糧や嗜好品のごまかしのことは総じて言うつもりはない。こ
うした不都合な事態は，我々のところばかりではなく，他の部隊でも支配している。こうしたことに
よって，部隊の任務遂行能力や戦う喜びが高められることがないことは明らかである。こうした出来
事にもかかわらず規律がそれによって揺るがされることがないことは，各人が，何が問題なのかを自
覚し，徹底的に耐え抜くことによってのみ成功が達せられるということを自覚していることの証左な
のである」［93ff］。（ただし，刊本では上官以降の部分が欠けているく40f．〉。）なお，翌1915年2月16
日の日記にも，ディルが手紙の中で，「鉄十字章の不当で恣意的な配分」に苦情を申し立てているこ
とが紹介されている。「ひいきで授与されたり，いんちきで手に入れたりすらしている」，と。そして，
シュティーゲレは，銃後でも，「勲章があまりにもしばしば理由もなしに，必ずしも功績に従ってで
はなく，配分されているという印象をもつ。誰にも正当であることは不可能だが，いんちきとえこひ
いきを避けることは可能だろう⊥　と付け加えている［119f．］。
　ただし，年代記の第二部にあるアロイス・デンッェルの回想には，彼が衛生兵として配属されてい
た中隊の中隊長（大尉）がみなから尊敬され，「ラインハルト」と愛称されていたことが記されている。
1914年12月27日の夜，約30名のすべて自ら志願した兵から成る一隊による敵の前進哨への急襲の際
それを率いた副曹長が戦死した。彼は同中隊で最も屈強な男であったが，大尉は，その最も信頼する
最良の小隊長の戦死の知らせを聞いて泣き，何日間もいささか悲しげな気分だった，とある［303，
305f．］27。
　この間，この村の担当だった，エットリスホーフェン村の支聖堂区付司祭カール・ラングが，
1914年11月21日に看護兵として召集され，司牧の場は空席となった［83，409f．］。ただし，12月には
ボイレン村の司祭ヘベルレが，ジルハイム村とエットリスホーフェン村で代理を務めることになり，
6日，日曜日に簡単なミサを執り行っている［89］。また翌1915年2月9日の村の聖人アポローニア
の祭りでは，市場町のプファッフェンホーフェンから司祭が来て，説教など，勤めを果たしている
［114］99。
　12月19日には，クーン〔通し番号26〕が2週間の休暇で帰郷。戦場をじっさいに経験して帰って
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きた最初の兵士として「村全体の中心」となった。人々は，あの「地獄の淵」から再び帰って来るこ
となどほとんどできない相談だと思っていたのである［92］。クーンは，ゼルドナー層でもほとんど
最下位に位置しており，刊本では，彼のことを，「ふだんはほとんど問題とされない「小物」」と表現
している〈40＞。いずれにしても，帰休兵は，手紙と並んで，前線と銃後を一新聞などとは異なり
一直接に結ぶ重要な存在であった。
　1914年のクリスマスの夜，一年中で一番気分が盛り上がるはずの真夜中のミサは近隣一帯で行わ
れなかった。聖職者がいなかったからである［95f．］〈42＞。12月27日の日記には，こうある。「「クリ
スマスには平和」というのは実現しなかった！多くの人々は，それを固く期待していたのだが。全土
で次のような奇跡謳が出回っているという。森の中で敵に包囲された兵士たちが，救いの望みもな
く，祈りをささげた時神の母が現れ，「おまえたちは私の保護の下にフランスを去ることになろう。
クリスマスの3日前に講和が結ばれよう」と言った。その後彼女は，兵士たちに抜け道を示し，そ
こで彼らは無事脱出した，と。当地でもこの話は大いに語られ，大いに信じられている」［97］。
　12月30日の日記には，まだ兵役を勤めていないH種後備役（38～44歳）の者もみな兵士として登
録されることになった，とある。この村で問題となるのは，ファレンティン・ブライティンガー〔通
し番号13〕である［97f．］。
　翌日，1914年の大晦日の日記にはこうある。「1915年は何をもたらすか？希望と不安が交じり合
う。ドイツ国民よ，忍耐をもて，忠実で，まっすぐで，真実であれ，そうすれば何が来ようとも！」
［98］。
　1915年1月2日，すでに1895年生まれの者が，徴兵検査を受けた。その内，二人（ヨーハン・ヨー
アス〔通し番号3〕とヨーゼフ・ヴォルフ〔通し番号5〕）が適格で，マルティーン・バウア〔通し
番号11〕とヨーゼフ・ミュラー〔通し番号2の下男〕は不適格とされたが，後者は自発的に申し出た。
ヨーハン・ヴォルフ〔通し番号12〕は病気で検査に出られなかった（彼は後，2月の事後検査の結果
不適格とされた）。なお，ヨーハン・マイヤーも不適格とされたとあるが，通し番号6の同名の人物
は1887年生まれである［100，123］。1月23日には，新兵のヨーアスとヴォルフが入隊した。前の晩
二人は，勇ましく別れを告げてから居酒屋で飲み，パリを奪取，イギリスを占領し，イギリス女を連
れて帰ると語った［108］。これも，若者の一つの姿ということができよう。ただし，イギリス女の
部分は刊本にはない〈47＞。
　一方，前年1914年8月の入隊者の一入，ヨーハン・シュミート〔通し番号7〕は，子牛の災難に
ついて触れた先の1915年1月13日付けの手紙の中で，戦士のみじめさを述べている（「雨・嵐，霜と
寒さの中でずぶ濡れ」）。しかも「最後の四半時まで互いに耐え抜くつもりだ」，とも。そして「自分
がここで死んだなら，教会の墓地に記念碑を立て，写真を添えて欲しい」との願いを書き添えている
［259］。
　こうした中で，ロシア軍に対する大勝と東プロイセンの完全な解放の報とともに，「長く厳しい待
機」は終わりを告げ」，「最終的勝利一と平和への希望の光」がともされた。クラウゼンバウアー〔＝
ヨーゼフ・ベルヒトルト（通し番号1）〕は，新しい国旗を初めて家の前に掲げ，学童はペンをおい
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て，ドイッの歌を歌い，ヒンデンブルク万歳を叫んだ後，村中に勝利を伝えた（2月17，20日の日記）
［120ff．］。23日の日記には，「全ドイツがヒンデンブルク万歳1を叫んでいる。ブリューヒャー〔プロ
イセンの将軍でナポレオン戦争の英雄〕の人気も，ヒンデンブルクのより大きくはありえなかった。
彼〔ヒンデンブルク〕は，その名前がみんなの口と心の中にある，これまで唯一の軍司令官である」，
とある［124］。そして，ヒンデンブルクの画像が難民救済のため販売され，この村では売り上げが
70マルクにのぼった。こうしてヒンデンブルクは，「国民の英雄（Volksheld）」として農家の部屋を
飾ることとなった（3月4日）［129］。厳しい不安の中でこそ，「国民の英雄（Volksheld）」ヒンデ
ンブルクの崇拝が確立していったということができよう。
　これとほぼ時を同じくして募集された第二次戦時公債（1915年2月）では，郵便で各戸に応募用
紙が配布され，配達人も勧誘するなど，勧誘がはるかに全般的になされた（3月15日）［130］。その
成果は，第一次の45億マルクに対し，90億6000万マルクという「途方もない額」に達した。ただし，
この村についての記述はない（3月29日）［133］。
　この間，3月14日（日曜日）の午後には，シュティーゲレが村の居酒屋で，「イギリスの経済戦争
とわが国民の給養」について2時間の講演を行っている［130］。
　イタリアの連合国側での参戦が迫った4月11日の日記には，こうある。「イタリアの態度は，我々
ドイツ人の上で剣のように揺れている。我々はドイツの国旗の焼却やデモについて読む。多くのドイ
ツ人がローマやナポリを去っている。こうした盟友に対する嫌悪感は一般的である」［135］。（ただ
しこの最後の一文は，刊本では削除されているく58＞。同様の削除は，5月10日の日記についても認
められる［140］〈60＞）。
　ジルハイム村最初の戦死者の報が入ったのは，5月28日のことであった。ヨーハン・シュミート
〔通し番号7〕が5月11日に重傷を負い，間もなくこの世を去ったと，戦友の一人が母親に宛てた葉
書で知らせてきたのである。この知らせは村全体に重くのしかかっている。「名誉の戦死（Heldentod）
は今やわが村にも近しいものとなった。そしてt息子や夫を戦場に送っている者はみな，その生命を
思って，これまでに増して恐れおののいている」［145］。
　シュミートの葬儀（ミサ）は，6月11日に近隣…の在郷軍人会（Veteranenverein）や帰休兵の参加
のもとに執り行われた。生徒たちは花でつくった鉄十字章と棚の葉で棺を飾り，シュティーゲレは教
会の門で葬列を歌で迎えている。「〔…　〕父よ，私を導いて下さい1私を勝利に導いて下さい。死
へと導いて下さい。主よ，私はあなたの戒めを知っています。主よ，あなたの欲されるように，私を
導いて下さい1神よ，私はあなたを認めます1〔…　〕」聖職者は，この歌を受けて話し，レクイ
エムが式を閉じた［147f．］。
　この間，5月24日には，村長代理とシュティーゲレが，傷疲軍人のための募金をして回った。「成
果は良好で，80マルク。銃後でも，衰えてはいない」（5月27日の日記）［144］。これより先，4月
後半には，戦死者の遺族のための募金が行われたが，結果は31マルクにとどまっていた（4月25日
の日記）［138］。
　さて，第二の戦死の報が伝えられたのは，7月15日のことであった。あの温和なアントーン・ヨー
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アス〔通し番号3〕で，7月9日から10日にかけての夜敵の迫撃砲弾による戦友4名ともどもの戦
死であった。家族の人々は，嘆き，訴えようとし，しかし誰に訴えていいかが分からない。特に手ひ
どい打撃を受けたのは母親であった。「私の一番大事な坊やはあの子だった。あの子のために私は働
いたし，あの子を待っていた。私の働きは，今はみな無駄だった。フランス軍がやってくるかどうか
など，もう私にはみなどうでもよいこと」［153f］〈67f＞（この家族の嘆きは年代記にはなく，刊本
にだけ載っている。）ヨーアスの葬儀は，近隣の在郷軍人会や若者会の参加のもと，7月26日に行わ
れ，棺は乙女たちによって花で飾られ，戦友が送ってきた鉄十字章も添えられた。聖職者によるミサ
の後，シュティーゲレの歌があった。「遠くフランス人の国に静かな墓がある。〔…〕墓には花の飾り
はなく，大理石もない。そして勝利の歓声もここまでは響かない。祖国ドイツでは，大いなる苦境の
中で，多くの忠実な銃後の魂が，勇敢な戦士の死を泣き悲しむ。〔…〕すると，穏やかに，低く，灰
色の砂から響く。「おお，あなたたちの涙を乾かして下さい。私は祖国のために死んだのですから1」」
［156f］。（なお，刊本には，鉄十字章と一緒に送られてきたヨーアスの簡単な戦時日誌からの引用が
ある〈69ff．〉。これは，年代記では，第二部の彼の項にある［262ff．］。）
　ヨーアスの母親の言葉は，その悲しみの深さをよく伝えているといえよう。
　この秋の第三次戦時公債（1915年9月）は，120億マルクに達した。当村の救貧基金から600マル
クが戦時公債に転換され，人々も熱心に応募した，とある（9月27日の日記）［164］。村長代理とシュ
ティーゲレが，各戸を回って，主婦たちからいやな顔をされながらも真鍮や銅・ニッケルの所在調査
をし，戦時公債の勧誘を行ったのは，この時のことであった。
　10月16日の日記：「戦況は有利。ベオグラード陥落ブルガリアは味方，ルーマニアとギリシアは
中立。これは我々が敢えて望み得なかった以上のもの。しかし，国民と軍隊は徐々に戦争に倦んでき
ている。西部では流血の戦いが続いている。」この前日には，製粉所のため召集を免除されていたオッ
トー・デンツェル〔通し番号4〕が，工兵隊に入隊した。19歳の者も一部出征しなければならず，
ヨーハン・クナイアー〔通し番号18〕が十二歩兵連隊に入隊した［166f．］。
　その一方では，11月6日，第三の戦死者の知らせが届いた。ヨーハン・ヨーアス〔通し番号3〕。
同じ家から二人目である（同日の日記）。戦死は10月30日のことで，同じ日に彼の戦友〔ともに二十
歩兵連隊で，パリ奪取を夢みて出征した，ともにまだ20歳の〕ヨーゼフ・ヴォルフ〔通し番号5〕も
負傷している（11月8日の日記）［168f．］。ヨーアスの葬儀iは，12月2日に執り行われた。聖職者の
話とシュティーゲレの歌，レクイエム，そして近隣の在郷軍人会代表の教会墓地での献花があった
［170f．］。なお，ヴォルフの負傷時の状況は，1916年2月19日の日記にある〈87＞。
　この11月末から12月にかけて，軍隊内での不満の記述が続く。
　11月28日の日記：「前線の状況に関する兵士たちの報告は，きわめてさまざまである。誰もが来て
は，とても違ったことを言う。気分・給養・上官などなどに関して，個々の部隊間で大きな相違があ
るにちがいない。最も憂慮されるのは，軍隊内で徐々に，戦争は必要でなかった，それはむしろあら
ゆる国々の「お偉方」の望んでしたことだという意見が広まっていることであろう。「いんちき」と
いう言葉が前線から銃後にますます頻繁に入り込んできている。いたるところで平和への希求が強
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い。しかし，希望は不明確な性格のもの。どこから平和が来るというのか？冬前のぎりぎりの期限と
して期待がかけられてきた11月も，終ってしまった」［170］〈81＞。（最も憂慮される…以下，「いん
ちき」の部分までは年代記には欠けている。）
　12月3日の日記：「セルビア遠征は終了を宣言された。全セルビアが占領され，捕虜とされ，打破
された。セルビアからフランスへ部隊が移動する。そこでのドイツの攻勢か？〔…〕戦争は厳しく頑
固だ。それに，帰休兵の語るところでは，軍隊内に不満が広がっている。その原因は主として陣地戦
にある。前線の背後，兵姑では，多くの贅沢三昧，詐欺不正，失敗などなどがある。前線兵士はこ
うしたことに怒り，戦争全体をあらゆる国々の「お偉方」が起こした「いんちき」だと言っている。
これは，統治者そして国民全体への重大な警告である。戦争は，はるかに純粋に遂行されなければな
らない1」［171］（「戦争は厳しく頑固」以下の部分は，刊本にはない。刊本の11月28日と年代記の
12月3日が対応しているともいえよう。
　この年の大晦日の日記にある「前線でと同様銃後でも，心が粗野になってきている。ここでもか
しこでも，欠乏と犠牲は不平等に分配されている」以下の記述は，先に見た通りである。
　翌1916年3月下旬，カイザーは，西部戦線でヘッセン大公とともに閲兵を行った。6月下旬に休
暇で帰郷したアロイス・デンツェル〔通し番号4〕の話では，その際「カイザーは，ヴェルダンは
陥落するだろうし，せねばならぬと言ったが，我々兵士は，それを信じず，無益な流血のゆえに不機
嫌だった。それゆえ，カイザーの演説の後の万歳は心からのものではなかった。そもそも万歳を共に
しない者もいた」（6月27日の日記）〈96＞。（この話は年代記には欠けている。）
　この春の第四次戦時公債（1916年3月）では，村や町で多くの応募があり，「農民たちの問でも応
募額は小さくなかった。農民にはさしあたり以前よりもかねがあるから。貸付金庫も投下する余剰が
ある。戦争とはこういうものなのだ。かねは十分，しかし食糧不足i人々が戦時公債にそのかねを出
す時，そこにはしばしば多くの犠牲心がある。一人の老人は貯金通帳を差し出してこう言った。「こ
のかねには多くの労働が詰まっているだ。わしとかみさんとは，30年間もの問，仕事をし，苦労もし
なければならなかった。昔は，かねを稼ぐのもそんなに簡単なことではなかっただ1」ひとりものの
女性は，彼女の控え目な相続財産を差し出しながら，言う。「おらのかね全部でも，一発の大砲にし
かならねえだ1神様戦争が終ってさえくれたら1」中には，「応募しない方がいい，そうすれば戦
争は早く終わる」といううわさによってあたふたする者もいた。今回は，学校も応募に参加した。親
たちは，それによって自分の子供たちに，のちのちの貯金の基をおいたわけである。子供たちは計
700マルクを投じた（3月22日）［181f．］。今回は，前回より少ない106億マルクだった。「みなは多く
なると期待していたので，失望している。もうこれ以上，こうした失望が来ませんように1長期にわ
たる戦争が，わが部隊〔と国民一刊本での追加〕の気分をますます圧迫している1若干の社会民
主党員は，それについて帝国議会で発言し，わが国の勝利を疑うことによって，早期の平和を求めた。
そこで彼らは，自分の議員団から締め出された。食料品価格が値上がりしている。肉〔1ポンド〕1．40
～1．50マル久コーヒー1ポンド3マルク，砂糖は特別不足している」（4月4日）［184］〈91＞。
　5月18日の日記は，村全体が花の香りに包まれている様から始まる。しかし，「戦争一一おまえは
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いつ終わるのか？ヴェルダンでは絶え間ないフランスの反撃，大きな間隔をおいてドイツ側の局地的
な反撃。これらのことの意味や結末については，我々には分からない。都会に出かけると，何とさま
ざまなうわさ，うまくいくという誤った確信や疑心暗鬼を聞くことか1こうした，眼をくもらせる混
乱からまた抜け出てくると，ほっとする。そこで私は，わが村を讃える1わが新聞は，ごく必要なこ
とをもたらす（その中の潤色は，すぐ判るし，取り除くのもたやすい）。人は，興奮した頭の中を飛
び回る将来計画に従ってではなく，ただ事実だけに従って判断するのである。」［187］シュティーゲ
レが1年半ほど前，「適切〔ないし賢明〕かは問題だ」とした新聞報道のあり方は，こうした「うわさ」
をめぐる諸問題とも合わせて考察する必要があろう29。
　さて，このヴェルダン戦のさなか，5月29日の日記はこう記す。「農村での民衆の気分は急速に落
ち込んでいる。「人々をヴェルダンでのように屠殺台に導くのは，それでも人間的か？この世での全
くの破廉恥でいんちきな所業だ1」とたいていの人が言っている。」［188］＜94＞
　6月11日の日記：「わが方の大きな損失は，兵営を空にし，それによって必要となった新たな召集
にはっきり現れている。5月30日には，二人のジルハイム人一ヨーハン・クナイアー〔通し番号
18〕とヨーゼフ・ミュラー〔通し番号2の奉公人〕一も，〔それぞれ十二歩兵連隊十五歩兵連隊
に配属され〕ヴェルダンへと押し出された。クナイアーからは，すでに左腕の重傷について知らせて
きている。故郷に別れをつげてからまだ2週間も経っていない若者のどれだけ多くが，すでに地下に
眠っていることか。〔…〕新たな召集。マルティーン・バウア〔通し番号11〕は6月15日ミュンヘン
の野戦砲兵連隊へ，自分自身〔通し番号33〕は6月14日看護兵としてミュンヘンの予備陸軍病院B
へ。」［189f．］なお，クナイアーは，のち，この年の秋に陸軍病院から休暇を得て帰郷した際重傷
を負うまでの体験を語っている（11月5日の日記）。〈102ff．〉［426ff．］
　さて，8月1日，開戦2年目を迎えた日の開戦時の回想（「兄弟同胞から成る一つの国民だった」）
は先に紹介したが，それはこう続いている。「今日ではもうそうではない。多くの小さな心の中に，
再び小さな人間がその利己心ともども入り込んでいる。そして彼らは，戦争とその原因についてきわ
めて驚くべきことどもを語る。戦場では，兵士とその指導者たちの間に悪しき不和が存在し続けてい
る。一方は贅沢三昧をし，他方は宿舎と給養の欠乏に苦しみ，しばしば「上から見下す」ように扱わ
れ，しかも攻撃では生命を賭さなければならない。国民は再び階級に分裂し，それはおそるべき損害
である［191］。刊本では，戦場では以下は次のようになっている。「戦場では，前線と兵姑の間に悪
しき不和が存続し続けている。一方は榴弾でできた穴の中で飢えかつ震え，他方は暖かい宿舎にすわ
り，自分の体の心配をし，前線兵士に「兵姑の豚」と呼ばれても，自分の名誉が傷つけられたと感じ
もしない」〈98＞。
　この8月1日，「犠牲者の日」とされた日に，負傷し，あるいは捕虜となった戦士に募金が行われ
たが，32．7マルクで，7戸は応じなかった。「ここにも国民の気分が現れている1］［192］。年代記は，
8月1日から9月3日まで跳んでおり，この記述は9月3日の日記に出てくる（刊本は8月5日付け
〈98＞）。年代記の9月3日の項では，この記述に続いて，こう記されている。戦況はいっそう激化し
た。ルーマニアが8月27日敵側に参入した。ギリシアは多分同じ道を歩むだろう。ドイツの回答は，
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日記の中の第一次世界大戦一バイエルンのカトリック農村から一
ヒンデンブルクのドイツ軍全体の参謀総長への任命〔＝第三次最高統帥部の成立〕。これは国民全体
に大きな信頼をもたらした。というのは，ヒンデンブルクは国民の英雄であり，国民は無条件の信頼
を彼に抱いているから」。しかし，これに続く第五次戦時公債（1916年9月）の記述には，こうも記
されている。「これはどうなるだろう？多くの人々は，不信から財布の口を閉めている。彼らには戦
争は長く続き過ぎており，帝国がその借金を払えるとはもう思っていない」［192f．］。しかし，ルー
マニアでのドイツ軍の進撃の報に接すると，「国民の間には再び勝利の気分がみなぎり，これは戦時
公債に有利に作用するだろう」（9月17日）［193］。結局，第五次戦時公債は，105億マルクだった（10
月18日）［195コ。刊本では，10月9日付けの日記でこの成果が記され，「わが軍のルーマニアでの勝
利の進軍なしには，この成果は多分不可能だったろう」と締めくくられている〈101＞。
　この間，8月25日の日記には，ソンム河畔からのエーブナーの手紙が載っている。「我々は5日間，
モルパ付近の前線にいる。これは地獄だ。こんなものを描き出すことはできない。損失はきわめて重
大。38センチロ径の榴弾が掩蔽部を突き破り，将校6名，兵76名を殺した。」日記は，こう付記して
いる。「ここでと同様ヴェルダンでもそうだ。我々の部隊がここ数週間，敵のしぶとい攻撃熱を耐
え抜いていることは信じ難い1」＜98f．＞10月23日の日記には，アロイス・デンツェル〔通し番号4〕
が，ソンム河畔の戦いでここ何週間か行方不明となっているとあるが，11月5日の日記には，彼がイ
ギリス軍の捕虜となっているとある〈102＞。
　この年も末近く，12月27日の日記には，「戦争はおそらく春も続き，激烈な戦いとなるだろう」と
ある。そして，「18歳が召集され，45歳までのまだ兵役に服したことのない後備役がすべて入隊せざ
るをえなかった。残った者も，以後，戦争のために働くべきとされた。法律は，17歳から60歳まで
の全男性を祖国補助勤務（主として弾薬生産）に引っ張り出すことができると定めた。戦争はますま
す国民の戦争（Volkskrieg）となっている。じきに，戦争のために勤務しない者は，もはやいなくな
るだろう。〔…〕こうして，我々は新しい年に入っていく。滅び去った花も盛りの若者を思い心は張
り裂けるかもしれない。墓や山雪の中の英雄腕一本だけの，足のない，あるいは眼球のない，不具
とされた人々のことを思うと，そして，栄養失調の子供たち，飢えた家族を思うと，心配に押しひし
がれるかもしれない。しかし一敵が平和を望まないのなら，我々は，これらすべてにもかかわら
ず，再び堅い地を踏みしめ，4世紀前のルターのようにこう言おう。「我々は，こうせざるをえない。
神よ，われらを助けたまえ1アーメン」」［196f．］刊本では，表現に手が加えられているほか，ルター
の言葉への言及はない〈107f．〉。（なお，シュティーゲレは，息子の妻イルマ・シュティーゲレ（lrma
Stiegele）さんの証言によれば，カトリックである。）
　1917年1月15日の日記には，人々の間の紙幣への不信とともに，募金に対しても，正当に使われ
ることへの信頼が消え去ってしまったことが指摘されている。自分の村出身の兵士は別として，一般
的なクリスマス献金には郡の三つの村が昨年はびた一文出さなかったという〈108＞。
　2月12日の日記には，再び「鉄のごときヒンデンブルクへの信頼」が登場する。「我々が彼に期待
するのは，なかんずく，流血のヴェルダンを準備することはないということである1〔…〕2月1
日，容赦ない潜水艦作戦が始まった。それは我々に新しい敵アメリカをもたらした。しかしそれは
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誰をも怖がらせはしない。〔…〕1914年の精神の高揚が国民を貫く。平和を今やドイツの拳で強制
する絶望的決意が。それ以外には平和を達成し得ないから」［198f．］
　アメリカの参戦と時を同じくした第六次戦時公債（1917年4月）をめぐっては，村が資金を引き
受けるようにとの郡庁の提起を受けて，4月10日にゲマインデ集会が開かれている。集会は，キッセ
ンドルフ貸付金庫から1万マルクを長期の分割払いで借り入れ，それを元手に戦時公債を引き受ける
ことを，13票対6票の多数で決議した（借入金の4％の利子は公債の5％の利子で帳消しとなる）。
ちょうど休暇でロシア戦線から帰ってきていた村長のゾンデルホルッァーは，前線兵士として提案を
擁護した。「戦時公債は戦争を長引かせる。帝国にかねを拒否すればそれだけ速やかに平和に至る」
といううわさに対して，彼は，おおよそこう述べた。「「前線の兵士が，我々は平和を欲する1」と言
うのを聞いたからといって，「我々だけが平和を欲する」と言っていると思ってはならない。否，「全
面的に平和が来るべきだ，それも我々にとってよい平和が」というのであって，「是が非でも平和を」
という者は，各師団に百人もいない…⊥と（4月11日）［203fコ。この演説の後でも，反対がおよ
そ三分の一の6票もあったことは注目される。
　同日の日記は，これに続けて，「戦時公債勧誘の巧みさは，回を重ねる毎に増した」と指摘してい
る。年代記では，さらにこう続く。「ポスターが貼られ，部隊で応募がなされ（ノイウルムの十二歩
兵連隊予備大隊は80万マルク），応募がテクニックとなる。今日では，熱狂からよりも，むしろ義務
感から応募している」［204］。刊本では，この部分はこうなっている。「今回は特に守備隊で応募が
多かった。〔…〕応募者は，その代わり，休暇でくにに帰ってよい」〈113＞。そして，第六次戦時公
債は，これまで最高の127億マルクにのぼった（4月20日）［306］。
　これより先，4月18日の日記にはこうある。西方では戦争のたいまつがまだ燃え盛っているが，
東方では平和がさしあたりかすかにぼんやりと姿を現す。戦争は東方からやってきた。そこから平和
もやってくるというのだろうか？我々はひょっとすると初めて若干の根拠をもって早期の，少なくと
もロシアとの，平和を期待する〈113f．〉。
　6月16日の日記：潜水艦献金がこの村では43マルクだった。「何とかやっとのことでこれだけ集め
た。誰ももう出そうとはしない。村長がその個人的影響力全部を投入して，小額の献金を出させた」
＜116＞。
　1917年秋の第七次戦時公債（1917年9月）は，成功裡に終った。125億マルク（11月7日の日記）
［209］，（10月20日の日記）〈121＞。
　11月7日の日記には，この戦時公債の記述の前に，当時の状況について，こう書かれている。「経
済状況は新しい収穫で改善された。前年よりもよかったから。特にジャガイモが。それに，生産者と
消費者の関係がいわゆる「買出し」でひとりでに調整されている。〔…〕そして戦況はどうか？西
部ですさまじい流血の防衛戦。前年と同じ動きで，ドイッの攻勢は行われなかった。東部では今日ま
でなお平和なし。ロシアの戦線はもろく，ドイツが攻勢に出たところではうまくいっている。東ガリ
ツィアは解放され，リガは奪取し，リガ湾の島々は占領した。南では，最近イタリアに対する大きな
企てがなされ，国民は特別の喜びと満足を感じている。イタリアは恐るべき敗北を喫し，1週間で捕
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日記の中の第一次世界大戦一バイエルンのカトリック農村から一
虜20万名と大砲1800門を失った〔「カポレットの敗北」〕。攻勢は全国民に祝福されつつなお続いてい
る。にもかかわらず，平和は来ない。敵はあいかわらず待つことに救いを求めている。毎年別のもの
に期待している。餓死させてしまうとはもう言わない。今はアメリカの助けを待っている。これまで
は，部隊としてはそれほど大きくはなかった。そしてわが国の内部不一致。戦争目的をめぐる争いが
激しく燃え上がっている。一方は大併合を求め，他方は領土獲得なしの融和的和解を求めている。ド
イツ国内の新編成についても争われている。一方は，国民がより多くの喜びを持って結束できるよ
う，国民により多くの権利を求めて叫び，他方はこの問題を戦後まで引き伸ばそうとしている。二人
の帝国宰相（ベートマン＝ホルヴェークとミヒャエーリス）がこの争いの犠牲となり，三番目（ヘ
ルトリング）が最近任命された。彼は国民の内的団結を目標としている。彼がそれに成功せんこと
をU［208f．］
　当時ジルハイム村出身の兵士で戦場にあったのは，西部戦線に7名（内，フランドルに2名），
ルーマニアに3名，ガリツィア・リガ・マケドニア・パレスティナに各1名であった（11月24日の
日記）〈123＞。同村の第四の，そして最後の戦死者となる十六歩兵連隊のヨーゼフ・ミュラー〔通し
番号2の下男〕は，この年の夏フランドル戦線で重傷を負い，8月3日に死亡している［274］〈118f．〉。
　12月3日の日記には，開戦以降の部隊の出征風景の変化が記されている。「部隊の出征は，守備隊
都市の駅頭で見られるように，相変わらず音楽つきで行われる。しかし，部隊の気分の相違は，この
別れの際に決定的に認められる。最初，1914年には，激しく嵐のようだった。戦闘を待ち切れず，
力があふれ出ていた。その後，ますます静かな，打ちひしがれた，重々しいものとなった。特に1916
年，ヴェルダン，ソンム〔の戦い〕に耐えなければならなかった時はそうであった。しかし今日では，
再び1914年の気分の幾分かが感じられる。これまでよりもより多くの自信，優越感。それは勝利の
戦線イタリアに向けられている。それはなぐさめであり，何らか満足が含まれている。しかも我々
は，山を越え，最も困難なことを後にして，平和に向かっているかのような感じを抱いている。ロシ
ァとの休戦の接近はすばらしい平和の徴である」（210）〈124＞。
　しかし，その10日後，12月13日の日記には，再び次のような苦い思いが記されることになる（た
だし，これは年代記のみにあり，刊本にはない）。「わが軍隊わが国民は強く，毅然として，耐え抜
く力をもち，従順である。彼らに一つのもの，正義が与えられればそれは十倍ともなろう。我々は
征服しがたいものとなり，はるかに多くの勝利をかちえよう。しかし，最高の地位から最低の地位ま
で貫いている不正義は，国民全体の心のあり方を毒している。特に，一人が他と等しくあるべき軍隊
で，えこひいきと不平等な扱いが最大の破滅を招いている。戦場への派遣を免れるという優遇のため
にどんな抜け道が行われたことか1いかにいかがわしいことが，特に食糧をめぐって栄えていること
か1昇進にあたっていかに不当なことが行われていることか1特にいわゆる教養層が民衆に最良の模
範となってはいない。真の将校の栄誉はまことにいかなる形跡もない。そして兵士は批判の機会も権
限も持っていない。彼は沈黙せざるを得ず，何の苦情も申し立てることができない。それは，彼にとっ
て不当であるだけでなく，軍隊と国民にとって癌なのである」［210f］。
　その4日後12月17日には，再び喜びと希望が記される。「悦ばしい知らせ：ロシアとの休戦が調
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印された。世界史的な知らせ。〔…〕おそらくこの日は我々が予感する以上にはるかにすばらしい未
来の結果をもたらすだろう」［211］。そして12月23日の日記には：「一つのことはたしかだ。ロシア
との休戦は国民の気分全体の高揚をもたらし，事に取り掛かる意欲と勝利の確信は再びほとんど1914
年になんなんとしている。そしてこの精神をもってすれば，我々には多くがうまくいくことは疑いな
いだろう」［212］。
　しかしまた，1917年の大晦日には，今度は刊本に，年代記の12月13日の日記に通じるような感想
が記されることになる。「こうした英雄行為を前にしてなお，自分の利己心に従って生きることがで
きる人々に烙印を押すには，どんな言葉もきつすぎることはない。うそと偽善であらゆる祖国奉仕か
らずらかろうとする者，いかがわしいことやお気に入りをひいきすることを黙認している者，上官と
して一般兵士の緊急共同体・義務共同体を信奉しない者」〈126＞。ただし，年代記の言葉の方が，よ
り具体的で切実であるように思われる。
　越えて1918年2月3日の日記には，1月ストライキのことが触れられている。「厳しい週をわが国
民は後にしたところだ。国内は騒然としている。ストライキがライヒ国内を潜行し，そこごこ，特に
ベルリンで羽目をはずした。ミュンヘンでも，デモと嵐のような集会があり，アイスナーなるベルリ
ンのジャーナリストが指導した。彼らは平和，それも特にロシアとのすみやかな交渉を強制するこ
と，そして民主主義的な国内改革を貫徹することを望む。しかしtストライキには最良の支え，すな
わちドイッ国民の同意が欠けている。それゆえほとんど貫徹しえないだろう。」刊本では，最後の部
分が，「交渉を強制すること，パン，そして将来のドイツにおけるより多くの権利を貫徹することを
望む。しかし，運動には最良の支え，すなわち広汎な国民の同意が欠けている。国民は，こうしたや
り方では敵側の思う壺だということをわきまえている」，となっている。［215］〈126f．〉
　次いで，2月11日の日記には，「最初の平和締結1ウクライナー分離したこれまでの南ロシアー
一と2月9日夜2時に調印された」とあり，独仏戦争の古兵を先頭に子供たちが旗と太鼓と歌で祝賀
行進する様子を描いた生徒の作文が紹介されている［216］＜127＞。
　しかし，3月6日の日記は，ブレスト＝リトフスク講和について，こう記している。「ロシアとの
講和が調印された！和解の平和ではない。ロシアはドイツの条件を呑まされた。誰もそれを喜んでい
ない。子供たちは，11時と12時との間に3回休みをはさんで鐘を鳴らした。しかし，誰も事の真摯
さ，平和の持続性を信じていない。平和の締結は銃後での事態の緩和を何ももたらさない。兵士は一
人として国に帰らず，粉を1グラム多く手に入れることもない。人々はこれでロシア人収穫労働者を
失うことになるのを怖れている。そして最も心を締め付けているのは，西側がこれまで以上に武器で
身を固めており，雷雲が立ち込めていること。それで誰も，平和の祭りを祝おうとしない。この講和
の基礎が〔ヒンデンブルクによって一刊本による〕おかれた，1915年の勝…利の気分とは，比較に
ならない。あの時は，旗がひとりでに空にひるがえったが，しかし今度は，旗はくたびれて義務的に
破風にかかっている。［217］〈127f．〉
　そして，3月23日の日記には，こうある。「戦争暴利といんちきのむっとするような気分はますま
す濃くなっており，戦争遂行に必要な原料は徐々になくなりつつあるように見える。〔…〕鐘は接収
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され，多くの教会には鐘が一つしかない。ミュンヘンではすでに62の鐘が去っていったが，ジルハイ
ムは免れている。〔…〕押収するものがもうなくなったら，一体どうなるのか？」［219］〈128f．〉
　この頃，西部戦線では，東部戦線の部隊をも投入して，ドイツ軍の一大攻勢が開始された。それと
時を同じくして進められた第八次戦時公債（1918年3月）は，145億マルクを達成，これはそれまで
の最高額だった（4月24日の日記）［220］。刊本では，わが学童たちは，1000マルクでこれに参加した，
と付記されている〈130＞。
　この間，4月19日の日記にはこうある。「西部戦線での攻勢が新しい地で継続されている。フラン
ドルのランゲマルクが奪取された。しかし，新聞の死亡通知欄は，こうした戦果がいかに高い犠牲を
払って購われているかを語っている」［220］。
　そして4月27日の日記は，さらにこう記している。「わが部隊はフランドルの要塞ケンメルベルク
を奪取した。喜びはほとんど見て取れない。人々は死者たちのことを思う。旗もまた悲しげに長く壁
に垂れ，勝利のあいさつよりも死者の嘆きのようだ。そして次の問いが再び心をさいなみ始める。
我々はこのようにして平和へと至るのか？」［220£］〈130＞（年代記と刊本では表現に若干相違があ
る）。
　6月25日には，三人の若者〔コンラート・クナイアー（通し番号18），ヨーゼフ・マンゴルト（通
し番号27），アントーン・ツァーン（通し番号2の奉公人）〕が入隊しなければならなかった。その一
人〔クナイアー〕はようやく17歳半だった〈131＞。
　7月21日：「戦争は相変わらず最高潮だ。春の初めとともに始まったわが攻勢は，三つの局面で大
きな成果を上げた（捕虜20万名）。第四局面は今ランスの両面で始まったところだが，よく準備した
フランス軍〔とアメリカ軍一刊本で追加〕と遭遇した。彼らはマルヌとエーヌの間で直ちに反撃
に移った。今や，強力な格闘が生成し，その結末は誰にも予想できない。この格闘が決定的なものか
は疑わしい。総じて，我々が今年中に平和をかちうるかは，ますます不確かになっている。しかし，
その時オーストリアの混乱した態度自国民の平和への希求，兵士たちの望郷の心のもとで，何が
起きるかは想像し難い」［222f．］〈133＞。
　8月2日：西部〔戦線〕では再び停滞。フランスは，わが方から若干の土地を奪ったが，今は双方
が新たな戦いの準備を開始した。東方では荒れ狂う国内騒乱と殺鐵。ッァーリも囚われの身で射殺さ
れた［224］。
　そしてついにドイツ陸軍の暗黒の日，8月8日が来た。
　8月13日：「悲しい時110日間，雨が降り続けt外では湿った地面に豊かな稔りが横たわり，取り
入れできないでいる。西部では，英仏軍の大攻勢。ドイツ軍の全線での退却。帰休兵，したがってま
たわが国民の気分も，全く地に落ちている。新しい冬期戦争の確実さが増し，我々の勝利への希望は
遠のく。一体どうなるのか？悲しい時代よ1」［224f］。しかし収穫については，その後天候が回復し，
ライ麦と大麦は損害を受けたが，その他は良好だった。犠牲者への献金も全般的に良好で，進んで行
われた〔8月24日の日記〕［225］。（額は84マルク［507］）
　8月31日：「兵士たちの書いてくるところでは，最近何ヶ月間か連隊の半分がインフルエンザにか
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かったという。これもわが方の失敗に一役買ったのだろうか？」〈135＞
　こうした中で募集された第九次戦時公債（1918年9月）への反応が芳しくないことが，9月15日
の日記に記されている［227］。
　10月1日：「我々は，これまでの戦争で最悪の時期を経験している。西部でのわが部隊への突撃は
すさまじい。英仏米軍の前線全体が総攻撃を開始し，その人間と武器での優勢をわが陣地に全力を
もって打ち込んできている。全般的には，これまでは抑えることができた。そして，この厳しい日々
に，東部から新しい不幸がやってくる。ブルガリアは四国同盟を離脱し，独自に講和しようとしてい
る。それに加えて，パレスティナでのトルコ軍の重大な敗北，わが国内の統治困難新たな宰相危機。
あたかも，突如すべてが揺らぎ，我々は敗れたかのように見える。それは，多くの人々の意見でもあ
る。気分は，この4年間の戦争の経過の中で最悪だ。買い相場は下落している。一体どうなるのか？
戦争全体で初めて人々は次の問いを真剣に発している。「我々が負けること，敵が国内に入ってくる
ことはありうることなのか？」，と［228f］
　10月7日：「新帝国政府（マックス・フォン・バーデン公が帝国宰相となった）は，我々の状況を
見て，直ちにアメリカ大統領ウィルソンに対して，彼がすでに以前に提起した条件の受諾のもとに，
平和の申し出を行った。これにより，我々は敗者として立ち現れたわけである。これは，西部におけ
る我々の敗北，そしてブルガリアの離反によってもたらされた決定的な転換である。もし本当にそこ
まで来ているのなら，窮地にある祖国を見捨てないために，また，敵が再び拒否するならば我々の
最後の力を鉄のごとき抵抗に結集するために，そして厳しい平和が到来するなら，それを勇気と落ち
着きをもって担うために，今こそ結束すること以外に我々を救うものはない」［229］。
　10月8日：「わが部隊は，ブルガリアから引き揚げられた。また，パレスティナからダマスクスを
通って北へと向かっている。これによって，我々のバルカン事業とトルコの維持に向けた我々の努力
は水泡に帰した。今やイギリスがそこで支配する。どれだけ多くの血が，まさにこの，わが国をコン
スタンティノープルと，そしてバグダードを越えて自由な海と結ぼうとする考えのために流されたこ
とか。そして今，すべてが終った1そしてこれらすべてについて，イギリスは偽善的に宣言する。「自
由と人間性のために，広い世界からの彼ら〔ドイツ〕の締め出しはなされる」，と。〔…〕我らが死者
たち1何のために彼らは倒れたのか？もしかすると，より価値ある目的，すなわちわが国民の内的改
善のため？」［230f］
　10月16日：「ドイツ史における暗い日。今日，ドイツの平和の申し出に対するウィルソンの覚書が
判明。〔…〕我々は本当に完壁にアメリカと西側諸国の命令下に入らなければならないというのか？
我々が，カイザー，そしてドイツ帝国をもってよいかどうかを外国に指示されなければならないとい
うのか？そして国内では至る所で騒然となっている。騒ぎ屋が立ち上がる。地方の人々は，こうした
出来事に途方にくれている。彼らは，今日は平和が来るのを期待し，明日は帝国が崩壊するのを望む。
うわさが，開戦時と同じように花開いている。カイザーと皇太子が退位，バイエルンは自立する，
等々」［231f］。
　11月1日：「たいていの人が，敵が求めるすべてを受け入れなければならないと確信している。も
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ちうん：トルコはすでに単独で敵と交渉し，オーストリアは我々と縁を切ったのも同然で，そのため
すでにドイツの部隊をベーメンとの境界に配置しなければならない。そこにどれほどの希望があるの
か？敵が我々にオーストリアを通って襲いかかることすら怖れざるを得ない。チェコ人がすでに完了
したオーストリアからの分離に続いて敵側に付き，バイエルンに侵入することをも。我々は，全世界
に対して自分たちだけが頼りなのである。ドイツの地が敵から免れたまま戦争を終えることに成功す
るなら，我々は偉大なことを成し遂げたことになるのではないか？インフルエンザはなお拡大してい
る。近辺また諸都市の学校が閉鎖された。多くの死者が出ている。」この後に，非農家と農家の格差
に触れ，「今の大問題は，何を料理するかだ」という，先に紹介した段落が続いている［233f．］。
　11月5日の日記には，3日にゲマインデ集会が郡庁の指示に従って，戦時公債の宣伝のため校舎
で開かれたことが記されている〔第九次戦時公債は，応募期間が9月23日から10月23日までと定め
られていたが，10月18日に11月6日までに延長された〕。この席上シュティーゲレ〔刊本では，村長
代理のマイヤー（通し番号9）とシュティーゲレ〕は，応募の必要性を縷々説いている。しばしば死
蔵されている紙幣を再び流通させる必要がある。我々がわが祖国を困難な時にも見捨てないことを敵
に示す方がよい。帝国が破産すれば紙幣も戦時公債と同じく減価してしまう。今，スケープゴートを
探すことはほとんど価値がない。バイエルンの帝国からの分離が多く検討されているが，それで我々
を救うことはできない。幸福な時も不幸な時も結束しtすべてを共に耐えるしかない，と［235］。
その反響のほどは，この日記からは明らかでないが，11月7日の日記には，学校の生徒の応募は9∞
マルクだった，とある［236］。
　11月5日の日記は，ゲマインデ集会の話の後こう続けている。「人々の心は，プファルツからの
撤退を含む厳しい休戦条件に関するうわさで興奮している。オーストリアはすでにイタリアと停戦し
ている。我々は，その〔停戦協定の〕中に，自由な行進による〔オーストリア〕通過の条件が入って
いることを懸念している。その場合，我々は2週間以内にバイエルン国境に敵をもつことになる1ト
ルコも敵と屈辱的条件で停戦した。我々はなお単独であらゆる側から脅かされている。我々も降伏す
るほかないのだろうか？この間，国内の改造が続けられている。カイザーは退位する，ないしは，退
位せざるを得ないのかについて，広く取り沙汰されている。バイエルンでも，改革が芽生える。比例
選挙制，政府の議会主義化，参議院の改革。新たな生成が至るところに一しかし，当面必要なの
は平和である1」［235f．］
　そして11月10日：「革命1金曜〔8日〕はミュンヘンからの新聞がなかった。休暇なしに帰ってき
た兵士たちは，ミュンヘンで革命が勃発したと話している。今や，新聞がそれを全く裏書している。
バイエルンは共和国となり，クルト・アイスナーを頭とする独立社会民主党が都市〔ミュンヘン〕と，
革命と関わるつもりのない全土を奇襲した。今日すでに何人かの帰休兵が当地におり，出来事につい
て，主に被服廠の完全な略奪のことを話している。「そしてあらゆる束縛から自由になる」。彼らは休
暇をもらっていず，さしあたり当地にとどまる。「そして全土が自由となる」。こうして思いがけず到
来したバイエルン革命は，序幕にすぎないだろう。決定的な言葉は，わが前線兵士が発するであろう。
多くの者は，革命熱が我々の敵の隊列にも波及し，それによって平和が我々に有利に影響されること
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に希望をかけている［236f．］。
　11月12日：「我々は今日，学校を閉鎖しなければならない。三分の一以上の子供が，インフルエン
ザにかかっている。革命が帝国全土に広がっている。今や休戦条件が判明した。「卑劣だ」というの
が，世界革命に希望をかけない人々すべての一致した判断である。我々が望むのはただ：この卑劣さ
がその張本人自身の身の破滅となりますように！今，新聞が，昨月曜日，11月11日昼以来，停戦し
ているという知らせをもたらした。それへの喜びは，恥ずべき諸条件にかんがみ，誰も持ち得ない。
封鎖は続行し，わが捕虜たちは国に帰ってはならず，ベルギーとエルザス＝ロートリンゲンを2週
間以内に撤退し，大量の戦争資材・鉄道・自動車・軍艦を引き渡し，ライン左岸を撤退し，東方では
我々のあらゆる成果を取り消す等々」［237f．］。
　11月25日：インフルエンザが一人の若い女の子，クレスツェンツィア〔通し番号12の19歳の娘〕
の命を奪った。多くの家では全員が病んでいる。特に都市で多くの人々が死んでいる。「まことに，
絶望の時代1権力も，お上も，保護も，もはや国にはない。以前の輝き，艦隊　陸軍，貿易を持った
帝国の全体が地に落ちている。ひょっとすると，後には，我々がいかにわが帝国を誇りとしていたか
が，全くわからなくなることだろう」［238］。
　11月29日：村出身の何人かの戦士たちが，今やすでに帰還・除隊している。全員がもどったら，
ゲマインデによる厳かな歓迎の夕べを考慮すべきだろう［238f．］。
　12月31日：「シュテファンの日（12月26日）におけるわが戦士たちの歓迎式典は簡素かつ品位を
もって行われた。帰還した兵士26名が参加した。その内の一人（アウグスト・バウア〔通し番号11〕
はなお松葉杖をついていた。欠けていたのは，アロイス・デンツェル〔通し番号4〕（イギリス軍の
捕虜），ヴィルヘルム・デンツェル〔同〕（最後にパレスティナ，それ以後不明）とコンラート・クナ
イアー〔通し番号18〕（最後にコーカサス，以後所在不明）。それに，戦死者が4名［239］。
　なお，「銃後の年代記」に付された「補遺」から，1919年1月9日，セルビア人捕虜（「身体強健で，
精神的に活発な人々」）が村を去ったこと（1月11日の日記）［243］，4月頃，コンスタンティノー
プルに抑留されていたヴィルヘルム・デンツェルとコンラート・クナイアーが帰郷したこと（4月10
日の日記）［244］，そしてアロイス・デンツェルがこの年の9月に帰郷したこと（1920年1月14日の
日記）［246］がわかる。そして，1921年11月13日，ジルハイム村の戦士記念碑の落成式が執り行われ，
それに引き続いた日曜日のミサの後居酒屋に向かい，そこでこの年代記がゲマインデに献呈された
のであった［246f．］。
お　わ　り　に
　最後に，この日記をめぐるいくつかの論点を挙げておくこととしたい。
　（1）初めに，この日記の史料としての意義を，バイエルン農民同盟に属するバイエルン邦議会議
員カール・ガンドルファーの大戦中の動向との関連で見ておこう。彼は，開戦当時39歳だったが
（1875年2月23日生れ），1914年10月に応召，11月下旬には砲兵としてベルギーに出征した。その日記
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には，アントワープの包囲と砲撃の際市民たちがいかに困難な時をすごしたか，難民たちが自分の
財産のことでいかに心配したかを思い，同情を禁じえなかったことが記されている30。大戦中，彼は
バイエルン邦議会でしばしば政府・軍当局批判の論陣を張った。取り上げた問題は，農村の労働力不
足，農業の統制経済から兵士の待遇まで，実に多岐にわたるものであった。夫や奉公人を召集された
農家の主婦が，捕虜をあてがわれても，経営の指導で困難に直面せざるをえないこと，夫がいれば牝
牛の出産時の災難も避けられたであろうことが繰り返し指摘され，プロイセンやザクセンの例を指摘
しつつ，経営指導者への賜暇や兵役免除を求めている。とりわけ，製粉所や農民に対する警官の追及，
農民に対する締め付けではなく，農民を信頼し，農民に自由な経営を認めるよう，強く迫っている。
そしてガンドルファーは，その政府批判に際し，「北」・プロイセンの大土地所有者や戦時会社に比し
てバイエルンが冷遇されていることを繰り返し指摘し，プロイセンの介入なきバイエルンの自治を要
求したのであった。他方，軍隊については，ガンドルファーは，賜暇の問題と並んで，将校・下士官
による兵士のひどい扱いを取り上げ，「統一的な食事（EinheitskUche）」を要求している。そして，
1918年2月14日の演説では，出征兵士の妻に捕虜の労働を監督する余力が残されていない上に，捕虜
がしばしば反抗的になり，労働の拒否もほとんど日常的に起きていることに触れ，間もなく平和が到
来し，わが出征兵士たちが，愛しい農業のための労働に戻ることへの願いを表明することとなる31。
　こうしたガンドルファーの諸要求が，バイエルンの農民，またバイエルン出身の兵士の現実とその
求めるところを踏まえたものであったことは，上に見たシュティーゲレの日記から十分にうかがうこ
とができよう。そしてこの日記は，とりわけ統制経済の展開について，一農家・非農家の双方に
わたって一非常に具体的にあとづけたものとなっており，セルビア人捕虜の働きやその苦境ま
た「女たちの小さな革命」の話を含め，第一次世界大戦下の村の生活の貴重な記録ということができ
よう。
　ガンドルファーは，その後1918年7月24日，バイエルン邦議会で「統一的な食事」の要求を上
院が拒否したことを弾劾するなど，さまざまな現実批判を展開した後平和の到来を阻害している
「全ドイツ派，祖国党一派，戦争利得者，戦争暴利者」に徹底的な闘争を宣言した。そして，10月下
旬には，「目下の急務」と題する呼びかけを公にし，バイエルンにおける「真の人民政府」の設立を
訴えることになる32。これは，ゲオルク・アイゼンベルガー，テーオドーア・ディルら農民同盟主流
派（右派）の反発を呼び農民同盟全体の動きとはならなかった。しかし，アイゼンベルガーが，7
月のガンドルファー演説の激しい調子を和らげようと試みた際農民同盟が1917年7月19日帝国議
会平和決議の「和解の平和」の見地に立つものであることを明らかにしたことは，注目に値しよう
33Bそして，連合国軍のバイエルンへの侵入の危険が現実になるとともに，平和の問題はバイエルン
の人々にとっていっそう切実なものとならざるをえなかったsa。その一端は，シュティーゲレの日記
からも読み取ることができる。
　ただし，日記には，ガンドルファーをとらえていたプロイセンとの差別感とそれへの反発は出てこ
ず，そして大戦末期に浮かび上がったバイエルンの自立の動きにも明確に否定的である。アイによれ
ば，戦時下バイエルンでの「緊張」の筆頭には，「北と南，プロイセン憎悪」があった35。シュティー
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ゲレの日記の1917年4月24日の項で触れられている，農民たちの帝国参議院や食糧庁長官バトッキ
への「罵署雑言」の際には，当然プロイセンへの反感・憎悪も表現されていたのではなかろうか。
日記にこの問題がほとんど全く登場しないことには，この村の農民というよりも，「〔国民の〕結束」
を一貫して重視するシュティーゲレ自身の立場が反映されているように思われるのである。この点で
は，ドイツ帝国の崩壊に直面して，「我々がいかにわが帝国を誇りとしていたか」に想いをいたして
いることが注目されよう。
　（2）次に，シュティーゲレの日記の二つのヴァージョンについて。シュティーゲレは，農民の「利
己心」「投機心」に対し，「〔国民の〕結束」を重視する立場から，また，おそらく彼自身が非農家であっ
たことからも，かなり批判的であった。それは，とりわけ，村に贈られた年代記よりも，刊本でより
明確に表現されているように思われる。彼は，1924年10月にはジルハイム村からシュヴァーベン県
ディリンゲン郡ハウゼン村の学校に転出，1928年10月，ディリンゲン市に移動そして1933年7月
には同県カウフボイレン郡の視学官になり，刊本を出した時はこの地位にあったsa。彼のそうした位
置の変化は，年代記と刊本との相違に微妙な影を落としていたといえよう。
　他方，年代記では，軍隊内部の格差に対する批判が，刊本でよりも，より直載に表現されているよ
うに思われる。刊本では，将校（「上官」・「指導者」）批判の部分が削除されるか，「兵姑」批判の影
に追いやられているように思われるのである。村出身の兵士のいわば生の感情が，年代記ではより直
接的に現れているのに対し，刊本では，第三帝国成立後という時代環境が影を落としているのかもし
れない。その後，彼は，1937年5月1日にナチ党に入党し，1942年にはシュヴァーベン県の学校教
育参事官にまでのぼりつめ，戦後，1945年12月に非ナチ化措置の一環として職を解かれている。こ
うした彼の軌跡をどう理解するかは，今後の課題としたい。
　（3）第三に，第一次世界大戦当時のシュティーゲレの立場ないし政治的位置について。そもそも，
民衆学校の教員は，国家機構の末端に位置し，当局の意向を一村当局とともに一村人に媒介す
る役割を担っていた。そのことは，農家の所蔵食糧の調査に協力したり，戦時公債や各種募金の勧誘
に努めたり，あるいは，「イギリスの経済戦争とわが国民の給養」について講演したりするシュティー
ゲレの姿に，よく見て取ることができる。彼が，戦死者の葬儀の際生徒ともども，葬儀の準備や進
行に積極的に関わっていたことも注目される。そして，学校は，兵士への慰問品の作成や戦時公債の
応募推進の舞台ともなっていたのであった。
　しかし，シュティーゲレは，一必ずしも明示的ではないとはいえ一，「大併合」を求める，全
ドイツ派を中心とした「勝利の平和」派とは立場を異にしていたと考えられる。バイエルン農民同盟
は，前述のように，帝国議会の平和決議を支持する「和解の平和」派の一翼を形成したが，シュティー
ゲレもまた，おおよそ，一近くのアンホーフェン村に住むディル議員と同様一，その見地を共
にしていたのではなかろうか。しかし，この問題については，さらに，バイエルン中央党，およびそ
れと連携するキリスト教農民協会の戦時中の動きをも含め，立ち入って検討する必要があろう。
　ジルハイム村には，司祭が在住していなかったこともあってか，また，同村の司牧の任に当たって
いたラング司祭が比較的早くに召集されたこともおそらくあずかって，ラングの名や姿はシュティー
223
日記の中の第一次世界大戦一バイエルンのカトリック農村から一
ゲレの日記にほとんど登場しない。しかし，あえていえば，両者の関係はそれほど深いものではな
かったのではなかろうか。この点では，聖職者が民衆学校の教育を監督する立場にあり，しばしば聖
職者と教師との間の関係が良好ではなかったことに注目しておきたい。ウンターフランケン県の一農
村ヴァッターバハで第一次世界大戦の勃発を迎え，1918年2月まで，9歳から12歳までの戦時生活
をそこで過ごした，教師の娘マルタ・W（1905～2002）の回想は，そのことを生き生きと描きだし
ている。父親は，元の司祭とは親交があったが，教義問答一本槍の新来の司祭とはそりがあわず，父
親が1916年に出征した後後任となった女性教師は，村の生活を「信心深さ（Fr6mmigkeit）」の名
のもとに支配しようとする司祭の手足となり，マルター家と緊張関係に陥ったという。しかし，すべ
てを「罪」の名において裁断するこの司祭も，この村で働く，たくましく，かつ仕事にも励むロシア
人捕虜が，村娘と恋に落ちるのを阻むことはできなかったのであった37。カトリック農村社会におけ
る教師と司祭の関係については，さらに今後の課題としたい。
〔付記〕
　本稿の概容は，2007年9月1～2日に「第一次世界大戦」を共通テーマとして開催されたイタリ
ア近現代史研究会大会（松江）で報告し，コメンテータの小山吉亮氏，総合コメンテータの馬場康雄
氏から貴重なコメントをいただいた。両氏，および，質疑をして下さった方々，そして大会の企画・
運営にあたられた方々に，この場を借りて厚くお礼申し上げたい。
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23　これ以前の馬や牛の数は前記したが，豚は，1913年12月1日，142匹（内，半歳以下の子豚85匹），1914
　年12月1日，124匹（72匹），1916年4月15日，92匹（24匹）だった［509］。
24ちなみに，この家禽の数には鶏だけでなく，アヒルやガチョウも含まれている。1916年4月14日の場合，
　家禽計653羽，内，鶏594羽，アヒルとガチョウ59羽だった［509］。
25統制経済に対する農民・農婦の怒りは，とりわけ，低過ぎる一と感じとめられていた一自家消費分
　と製粉証のシステムに向けられ，それらは，農民にとって，農民の自治，自らの生産物に対する処分権へ
　の重大な侵害以外の何物でもなかった。Ziemann，　Front　zand　Heimat，　S．314ff．
26三宅「〈戦争の神話化〉〈戦争の記憶〉⊥35頁参照。
27　ツィーマンは，1916年5月以来，各師団に突撃隊（Sturmabteilungen）が配置されたことを指摘している。
　それより先，1915年9月以降，ヴィリ・ローア大尉が，自ら率いる「ローア突撃大隊」によって，陣地戦
　の硬直した防備施設体制を克服する新たな技術・戦術を編み出すことに尽力した。手榴弾・機関銃・郷弾
　筒を集中的に結合・投入して，敵の致壕に突入し，後に続く歩兵に道を開くというのである。最高統帥部
　は，その成果を踏まえ，突撃隊の設置を打ち出したのであった。この部隊には，身体的に特に適した，未
　婚で25歳以下の，志願した兵士があてられた。彼らは，特別の給養を受け，通常の錘壕勤務を免除された。
　その任務には，とりわけ，敵の勢力と位置を探る定期的なパトロール活動が属し，それはなかんずく，捕
　虜の連行によって果たされた。Ziemann，　Front　und、Alltag，　S．101£ローアの突撃大隊は，工兵中隊2個か
　ら成っていたが，後には歩兵と工兵の組み合わせが主となった。EnaykloPdidie　Erster　Weltkrieg，
　Paderborn　2004，　S913．日記の記述は，いわばその前史の一餉といえよう。なお，イタリアにおける突撃隊
　（アルディーティ）とファシズムの形成との関係については，藤岡寛己『原初的ファシズムの形成一イタ
　リア戦闘ファッシの結成』御茶ノ水書房2007年。
28　ラングは，のち，1918年9月下旬には除隊になり，再びジルハイムで司牧に当ることになる（9月28日
　の日記）［228］。彼は，1909年から1920年まで，エットリスホーフェン村の支聖堂区付司祭であった［409］。
29　アイは，第一次世界大戦下における「国家の権威の終焉」を論じた際「通貨価値と戦時公債」（「国家の
　財政破綻」），「買出し」と並んで，「うわさ」を取り上げている。それによれば，「うわさは情報の不十分さ，
　入手可能な情報に対する不信，幻想の表現，ないしは，希望あるいは不安の表現である。そこには，うわ
　さを広める人，またそれを信じる人の世界表象が反映されている。それは，事態の結果であると同時に，
　事態を形成する力（zustandspragende　Kr2fte）である。それは，希望や不安の表象から発し，同時にそれ
　を生み出すのである。」アイは，うわさが「情動の表現であるだけでなく，情報への満たされない欲求，し
　たがって公式の情報への不信の表現でもある」ことに注目し，終戦時「うわさは情報に勝利した」と断じ
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　ている。Ay，　Entstehung，　S．178，181，183．
30Tagebuch　von　Carl　Gandorfer，　Buch　1（1914年3月23日～12月6日〔ガンドルファーの孫のインゲ・
　ナイ（lnge　Ney）さんが1976年12月に書写して下さったもの〕）の1914年11月24日の項。
31　Verhandlungen　der　Kammer　der、Abgeordneten　des　bayerischen　Landtags．　StenograPhische　Berichte・
　詳細な注記は省略する。
32三宅「ガンドルファー兄弟事始め」，2～3頁。
33Verhand伽gen　der　Ka〃2〃zer・der、4bgeordneten　des勿erischen・Lan伽gs，　Stenogゆhische・Berich彪，
　1918．Bd，19，634丘；Willy　Albrecht，　Landtag　und　Regierung　in　Bayern　am　Vorabend　der．Revolution
　vonヱ9ヱ8，　Berlin　1968，　S．323f
34　1918年11月5日には，バイエルンからオーストリアのティロルとザルツブルクに軍が急遽派遣されてお
　り，「国民的防衛」は，バイエルンにとっても，きわめて差し迫ったものとなっていた。バイエルン革命の
　発端となった11月7日，ミュンヘンのテレージエンヴィーゼでの集会の決議では，「全ドイツ派の宣伝する
　国民的防衛思想の根本的拒否」が掲げられており，この問題は，バイエルン革命勃発の重要な要因となっ
　ていたと考えられる。Franz　Schade，　Kurt　Eisner　und　die　bayerische　So2ialdemokrαtie，　Hannover　1961，
　S．55f．バイエルンの南部・東部国境への脅威の問題については，さらに，　Albrecht，　Landtag　und
　Regierang，　S．393ff，407ff．
35Ay，　Entstehung，　S．134ff．ツィーマンでも，「国民的アイデンティティ形成の挫折」として，「バイエルン
　出身兵士の間に広がっていた「プロイセン憎悪」」が指摘されている。Ziemann，　Front　und　Heimat，　S．265ff．，
　272．
36　シュティーゲレの経歴については，以下を含め，Bayerisches　Hauptstaatsarchiv，　MK48541．　Akten　des
　Bayerischen　Staatsministeriums　fUr　Unterricht　und　Kultur，　Stiegele　Anton，15．3．1946．
37Martha　W．，　Meine　Erinnerungen　1905－1998，　Maschinenschrift，　Deutsches　Tagebucharchiv　1040／1．な
　お，この村では，当初，「かわいくて，とても控え目な」若いフランス人捕虜たちも働いていたという。エ
　メンディンゲン市にあるドイツ日記文書館では，館長のフラウケ・フォン・トロシュケ女史，事務局長の
　ゲアハルト・ザイツ氏をはじめ，多くの方々にお世話になった。記して，厚く感謝の意を表する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　別表：ジルハイム村の構成
［1］　ヨーゼフ・ベルヒトルト（60歳）バウアーt妻（54歳），子供4名：娘（29歳），フランツ（28歳）
　〔1886．6．16／1914．8．4〕，息（26歳），ヨーゼフ（20歳）〔1894．1．7／1914．10．1〕，奉公人3名：下女（23歳），下
　女（16歳），下男（11歳）
　　　　家番号26　　　　104タークヴェルク（60＋21＋23）［103．72］
［2］アンナ・ツァーン（62歳）居酒屋・醸造寡婦，子供2名：娘（24歳），ヨーゼフ・A（21歳）
　〔1893．5．18／1914．12．1〕），奉公人6名：下男（32歳），グレゴーア・ケーダー（25歳）〔1889．4．23／1914．＆4〕，
　ヨーゼフ・ミュラー（19歳）〔1895．19／1916．1．25／1917．8．3〕，下女（17歳），下女（17歳），アントーン・ツァー
　ン（15歳）〔1898．11．29／1918．6．25〕，同居者1名：女（65歳同姓）
　　　　家番号5　　　　731／2タークヴェルク（46＋22＋51／2）［7479］
［3］　クサーヴェル・ヨーアス（59歳）バウアー・郵便配達人・小売商妻（59歳），子供5名〔4名〕：旦ニ
　ゼフ（27歳）〔18872．10／1914．8．5〕，アントーン（24歳）〔1890．1．28／1914．8．5／191579〕，ヨーハン（19歳）
　〔1895．1．10／1915．1．23／1915．10．30〕），娘（13歳），奉公人1名：下女（17歳）
　　　　家番号271／2　　72タークヴェルク（38＋26＋8）［71．51＊］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊［このほか，家番号181／2の126タークヴェルクを所有］
［4］アントーン・デンツェル（57歳）製粉所・バウアー，妻（57歳），子供8名〔4名〕：オットー（24歳）
　〔18899．28／1915．10．20〕，アロイス（23歳）〔189L1．2／1914．8．2〕，ヴィルヘルム（22歳）〔1892．1．31／1914．8．3〕），
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娘（年齢不詳），奉公人4名：アントーン・ドーザー（23歳）〔1889，12／1914．8．3〕），下女（17歳），下男（16
　歳），下女（14歳）
　　　　家番号1　　　　541／2タークヴェルク（331／2＋151／2＋51／2）［51．63］
［5］ヨーハン・ヴォルフ（69歳）バウア・一一，妻（62歳），子供3名：娘（22歳），娘（20歳），ヨーゼフ（18歳）
　〔1895，IL13／1915．1．23〕，孫1名（1歳）
　　　　家番号24　　　　39タークヴェルク（21＋73／4＋101／4）［3＆57］
［6］アントーン・マイヤー（年齢不詳）ゼルドナー，妻（年齢不詳），子供1名：息（27歳），奉公人2名：
　下女（17歳），下女（15歳）
　　　　家番号25　　　　38タークヴェルク（20＋10＋8）［33．49］
［7］　フィクトーリア・シュミート（45歳）女性ゼルドナー，子供2名：ヨーハン（23歳）〔1891．4．5／1914．8．
　15／1915511〕，娘（17歳），同居者4名：左官ゲオルク・ヴィーデン（26歳）〔1888．18／1914．8．4〕，妻（20歳），
　子供2名：息2歳，娘0歳
　　　　家番号8　　　　　35タークヴェルク（201／2＋101／2＋4）［35．63］
［8］コンスタンティン・シュパン（57歳）ゼルドナー，妻（51歳），子供5名：ヨーゼフ（20歳）食肉職人
　〔1894．3．10／1914．10．1〕，ヨーハン（18歳）食肉職人〔1896．1．2／1916．1．10〕，娘（17歳），娘（15歳），娘（11歳）
　　　　家番号3　　　　　311／2タークヴェルク（18＋10＋31／2）［31．22］
［9］パウル・マイヤー（38歳）ゼルドナー・助役〔1914年8月21日出征したゾンデルポルツァーに代わって
　村長代理に〕．妻（36歳），子供2名：息（5歳），娘（0歳），祖母1名（76歳），義理の祖父1名（76歳），
　奉公人1名：下女（32歳）
　　　　家番号251／2　　　293／4タークヴェルク（193／4＋9＋1）［28，45］
［10］　ヨーハン・ディル（46歳），妻（34歳），養子2名：娘（10歳），娘（6歳），奉公人1名：下女（19歳）
　　　　家番号27　　　　251／2タークヴェルク（131／2＋12＋0）［25．33］
［11］マルティーン・バウア（59歳）ゼルドナー，妻（59歳），子供7名〔5名〕：娘（22歳），マルティーン
　（18歳）〔1895．1L3／1916．6．15〕，アウグスト（16歳）〔1897．9．23／1916．6．2〕，娘（10歳），息（8歳）
　　　　家番号6　　　　　23タークヴェルク（14＋9＋0）［20．83］
［12］　レオンハルト・ヴォルフ（47歳）ゼルドナー・村会計，妻（年齢不詳），子供6名：ヨーハン（19歳）
　レンガ積み工〔1895．5．15／1916．5．25〕，息（17歳），娘（15歳），娘（13歳），息（11歳），娘（8歳）
　　　　家番号28　　　　22タークヴェルク（10＋5＋7）［22．15］
［13］ファレンティン・ブライティンガー（41歳）〔18728．24／1916．12．5〕ゼルドナ「妻（40歳），子供5名；
　娘（19歳異姓），娘（12歳），息（10歳），娘（8歳），娘（6歳），同居者1名：女（80歳同姓）
　　　　家番号23　　　　22タークヴェルク（151／2＋61／2＋0）［19．33］
［14］　アントーン・ゾンデルポルツァー　若　（38歳）〔1876．5．14／19148．21〕ゼルドナー・村長，妻（36歳），
　子供7名：娘（12歳），息（10歳），娘（12歳），娘（7歳），息（3歳），息（2歳），息（1歳）
　　　　家番号4　　　　　20タークヴェルク（12＋8＋0）［22．03］
［15］オットー・バウア（58歳）ゼルドナー－t妻（45歳），養子1名：娘（10歳），同居者1名：女（54歳同
姓）
　　　　家番号7　　　　　193／4タークヴェルク（101／2＋53／4＋31／2）［20．44］
［16］　ヨーゼフ・ヴェーバー（35歳）ゼルドナ＝妻（37歳），子供2名：息（3歳），娘（0歳）
　　　　家番号11　　　　19タークヴェルク（121／2＋61／2＋0）［17．06］
［17］アロイス・イェーレ（56歳）ゼルドナー，妻（59歳），子供1名：クサーヴェル（20歳）
　〔1893，1222／1914．11．7〕
　　　　家番号9　　　　　18タークヴェルク（12＋6＋0）［15．19］
［18］コンラート・クナイアー（53歳）ゼルドナー・教会財産管理人，妻（48歳），子供6名〔5名〕：旦ニ
　ハン（18歳）〔1896．4．24／1915．10．20〕，コンラート（13歳）〔1900．11．6／191＆6．25〕，娘（12歳），息（11歳），
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娘（9歳）
　　　　家番号30　　　　18タークヴェルク（91／2＋51／2＋3）［14．38＊］
　　　　　　　他に草地・園地11／2タークヴェルク小作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊［このほか，家番号19の1．57タークヴェルクを所有］
［19］ヨーハン・キューナー（28歳）〔1915．5．17〕ゼルドナr妻（23歳），養子1名：息（8歳），祖母1名：
　（60歳）
　　　　家番号16　　　　161／2タークヴェルク（11＋51／2＋O）［14．88］
　　　　　　　他に，草地・園地11／2タークヴェルク小作
［20］オッティーリエ・マイヤー（37歳）ゼルドナーの寡婦，子供1名：娘（4歳），義理の祖父母：祖母（76
　歳），祖父（71歳），義姉（40歳），奉公人1名；下男（32歳）
　　　　家番号2　　　　　15タークヴェルク（11＋4＋0）［15．13］
　　　　　　　他に草地・園地1タークヴェルク小作
［21］　ヨーハン・クナイアー（56歳）ゼルドナー，妻（59歳），子供4名〔2名〕：ヨーゼフ（30歳）
　〔1883，10，12／1914．8。6〕道路番　コンラート（23歳）〔1890．1．29／1918．6．25〕），同居人1名：女お針子（21歳）
　　　　家番号121／2　　　15タークヴェルク（81／2＋61／2＋0）［14．66コ
［22］ヨーゼフ・ディル（48歳）ゼルドナー，妻（32歳），子供3名：娘（11歳），娘（7歳），息（5歳）
　　　　家番号17　　　　143／4タークヴェルク（7＋73／4＋0）［1459］
［23］　アントーン・ゾンデルポルツァー（老）（67歳）ゼルドナー，妻（60歳），子供2名：娘（25歳），旦ニ
　ゼフ（16歳）〔1897．11．29／1916．6．2〕），孫1名：女（4歳）
　　　　家番号101／2　　　131／2タークヴェルク（81／2＋5＋0）［1325］
［24］マックス・ツィマーマン（31歳）（兵役1902－04年）〔1882920／1914．8，4〕鍛冶屋親方，妻（25歳），子
　供2名：娘（2歳），娘（1歳）
　　　　家番号111／2　　　10タークヴェルク（41／2＋51／2＋0）［2．59］
［25］アントーン・プブリュンダー（55歳）教会雇人・ゼルドナー・靴屋寡夫，子供3名〔1名〕：娘（29歳）
　　　　家番号21　　　　81／2タークヴェルク（6＋21／2＋0）［8．93＊］
　　　　　　　他に教会雇人用地として草地・園地21／2タークヴェルク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊［このほか，家番号22の1．06タークヴェルクを所有］
［26］ゴットフリート・クーン（36歳）〔1878．69／1914．8．6〕ゼルドナー一：妻（41歳），子供7名：娘（10歳），
　息（8歳），娘（5歳），娘（4歳），息（3歳），息（2歳），息（0歳）
　　　　家番号10　　　　61／2タークヴェルク［5．06］（新所有者：ヴェロニカ・クーン）
　　　　　　　他に草地・園地2タークヴェルク小作
［27］　マックス・マンゴルト（66歳）ゼルドナー・荷車引き，妻（62歳），孫3名（ヨーゼフ（14歳）
　〔1900．7．20／1918．6．25〕，女（6歳），男（3歳異姓））
　　　　家番号13　　　　41／4タークヴェルク（11／2＋23／4＋0）［386＊］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊［このほか，家番号29の0．07タークヴェルクを所有］
〈以下は土地（耕地＋草地・園地＋林地）所有なし〉
［28］　ロレンッ・デイル（36歳）〔1877．11．24／1914．8．5〕車大工，寡夫，子供6名〔2名〕：娘（6歳），息（2
歳）
　　　　家番号111／4　　　［0．25］
［29］　アントーン・ヴァルター（32歳）〔18825．11／1915，7．1〕左官，妻（26歳）お針子，子供2名：息（2歳），
　娘（0歳），同居者1名：村の吏員（64歳，異姓）
　　　　家番号61／2　　　［O．12］（所有者：テレージァ・シュテック。上記吏員と同姓）
［30］　アンドレーアス・リードレ（65歳）Wurzner，妻（76歳）
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　　　　家番号111／3　　［所有者：ヨーゼフ・ヴェーバーおよび妻マリーアの家番号11（通し番号16）と
　　　　　　　　　　　　統合されている（所有者は元々彼らの如し）］
［31］ヨーハン・シュミート（42歳）日雇い，妻（29歳），子供3名：娘（5歳異姓），息（4歳異姓），
娘（2歳）
　　　　家番号121／4　　［O．10］（所有者は元々：通し番号12［家番号28］のレオンハルト・ヴォルフ）
［32］ハイヒェレ（79歳）救貧住宅住人
　　　　家番号12　　　　［村ゲマインデの所有］
［33］アントーン・シュティーゲレ（26歳）〔1888，L9／19166．14〕教員，妻（29歳）
　　　　家番号32　　　　［0．22］（台帳では，家番号121／5で村ゲマインデの所有）
＋　カール・ラング（31歳）〔1883．2．4／1914．11．21〕（ジルハイムの隣村エットリスホーフェンの支聖堂区付司
祭）は，出征兵士の一覧表には出てくるが，村人の一覧表にはない。
若干の注記
＊　土地（耕地＋草地・園地＋林地）所有の規模は，1914年7月31日現在。年齢も，同時点のもの。［］内
　の土地所有は，1917年5月8日現在（土地税台帳による）。
＊　バウアー層（104～39タークヴェルク）5戸，ゼルドナー層（38～41／4タークヴェルク）22戸，その
　他1戸を構えている者6戸，ほかに同居人・住み込みの奉公人となる。
＊　居酒屋，郵便配達人・小売商，製粉所を含むバウアー層が村の最上層を形成するが，当時村長と助役
がゼルドナー層の上層部分から出ていたことも注目される。また，同じゼルドナーでも，土地所有がおよ
　そ6ヘクタール（18タークヴェルク）以下の，その下層部分は，若干の土地を借り増したり，手工業を営
　んだりして生計を立てていたことがわかる。
＊　出征兵士は，上から下まで，ほとんどの戸から出ており，戸主自身が出征している場合も少なくなかっ
　た。その数は，1914年8月上旬の12名に続いて、中・下旬各1名，10月2名，11月2名，12月1名，翌
　1915年1月2名，5月1名，7月1名，10月2名，1916年1月2名，5月1名，6月5名，12月1名．飛
　んで1918年6月3名で，合計37名であった。
＊　しかし，40歳台や50歳台の男性もかなり村に残っており，戦時中は女性と老人・子供だけの村となった
　とはいえないことがわかる。
＊　年代記の各戸の一覧表における土地所有は，農業経営地（林地を含む）のみであり，宅地は含まない。
　非農家も宅地は所有（ないし借用）している。台帳によれば通し番号29（家番号61／2）は，「住宅と屋
敷内の作業用地（Wohnhaus　und　Hofraum）」O．04タークヴェルクと「柵をめぐらした草地」（Grasgarten）
0，08タークヴェルク，計O．12タークヴェルク、通し番号28（家番号111／4）は，「仕事場（Werkstatte）」0．03
　タークヴェルクと「柵をめぐらした草地」0．22タークヴェルク，計O．25タークヴェルクを所有している。
＊　なお，村地図の説明に，家番号29〔台帳では村ゲマインデの所有〕は1916年に取り壊され，同181／2〔台
帳ではクサーヴェル・ヨーアス（通し番号3，家番号271／2）の所有〕および同19〔台帳ではコンラート・
　クナイアー（通し番号21，家番号121／2）の所有〕は人が住んでいず，納屋として利用されているとある。
　また，家番号31〔台帳ではヨーハン・ヴォルフ（通し番号5，家番号24）の所有〕は地図上にはあるが，
各戸の一覧表にはなく，家番号14，15，18〔以上，台帳になし〕は地図上にも存在しない。また，家番号
22〔台帳では，アントーン・プブリュンダー（通し番号25，家番号21）の所有〕も，地図にはない。家番
号20は教会で，台帳によれば，2．48タークヴェルクが付属する。その内，教会の敷地以外の，教会雇人用草
地1．55タークヴェルク，同耕地0．77タークヴェルク，計2．32タークヴェルクは，通し番号25（家番号21）の
教会雇人用地（草地・園地21／2タークヴェルク）と，面積ではほぼ照応している。
（みやけ・たつる　文学部教授）
